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大管長会メッ'セージ

われらは

貞潔なるべきことを信'ず

第二副管長

マ リ オ ン ・G・ ロ ム ニ ー

殺 人と聖霊を否定することを除いて・不
貞は，神 の目か ら見て最 も重い罪であ

ると，アルマは息子 のコリアン トンに教 え

ています。(ア ルマ39：5参 照)パ ウロ も

またコリン ト入への第一 の手紙の中でこの

ように説いています。

「あなたがたは神 の宮であって
，神の御

霊が自分 のうちに宿 っていることを知 らな

いのか。

もし人が，神の宮を破壊するな ら，神 は

その人を滅ぽす であろう。」(1コ リン ト3：

16-17)

私 には，熱心に求めるべき祝福 として，汚

れのない徳高い人に約束 されてい る祝福 に

勝 るものはないように思えます。 イエスは，

いろいろな形の徳に対 して与 えられ る報い

を具体的に述べ られましたが，心の清い人

に対 しては最大の報 いを約束 して下 さって

レ}るように私 には思 えます。 「彼 らは神 を

見るであろう」(マ タイ5：8)と イエス

は言ってお られます。 また彼 らは主 を見 る

だけでな く，主のみもとにあって安 らぎを

得るでしょう。主の約束にはこのようにあ

るか らです。
おもい

「絶えず徳 を以て汝の想 を飾 るべ し
。然

る時は，汝の 自ら信ず ること神の前に強 く
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な り……。」(教 義 と聖約121：45)

貞節 に対す る報い と不貞の結果につ いて

は， ヨセフ とダ ビデの生涯にはっき りと見

て とることがで きます。ヨセフはエ ジプ ト

で奴隷の身にあったに もかかわ らず，大 き

な誘惑を受けて も堅 く貞節 を守 り通 しまし

た。そして報 いとして，ヤ コブの息子たち

の中で最高の祝福 を受 け，イスラエルの中

でも特に恵みを与えられた2支 族 の祖 とな
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私には，熱心に求めるべき祝

福として，汚れのない徳高い

人に約束されている祝福に勝

るものはないように思えます。
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りました。多 くの人が彼の子孫に数えられ

ることを誇 りに しています。

一方
， ダビデは主の大 きな愛 を得ていま

したが(事 実，彼は神 の心にかなった人 と

言われた)， 誘惑 に 負け，不 貞を働 きまし

た。またその罪は彼 をさ らに殺人へ と走ら

せたのです。そして，その結果は と言 うと，

ルシフェルと同様，堕落 し，家族 も昇栄の

機会 を失って しまいました。(教 義 と聖約

132：39参 照)
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これは昔か らそうでしたし，これか ら先

も変わるこ とはあ りません。応報の律法は

厳正な ものであ り，第7の 戒めの「あなたは

姦淫 してはならない」(出 エ ジプ ト20：14)

を無視すれば必ず罰 を受けます 。モーセの

律法の下では，この戒め を破 ると死刑 に処

せ られました。悪に対 して寛容な今の世の

中では，純潔の律法 を破 っても罰せ られる

ことはあ りませ んが，神の律法の下では，

いつの時代に も魂の破滅 を招 く罪であるこ

とに変わ りはあ りませ ん。必然的に霊の死

という罰を受け ることにな るのです。姦淫

の罪を犯 しなが ら神の赦 しを得ていない人

は，神権の召 しを全力 を尽 くして遂行する

ことはできません。J・ ルーベ ン ・クラー

ク ・ジュニア副管長がよ く話 されたように，

主は， 「姦通 と私 通 を細か く区別」 はして

お られ ません。(Co瞬 名召郷6Rのoπ 「大会

報告」1949年10月 ，p.194)ま た，姦通 と性

的倒錯の間にもそのような区別 をしてお ら

れないことを付 け加 えたいと思います。

ある人々の中で純潔 という教 えは時代遅

れであ り， 男女の乱交やその他 の堕落 した

性的倒錯は許 されているし，時には奨励 さ

れているとさえ聞いていますが，そのよう

なサ タンが用いる講弁に欺かれてはな りま

せん。そのような考えは悪魔か ら出た もの

だか らです。

1938年10月 の 大会説教の中で，クラー ク

副管長は次のように語っています。 「純潔

はザ私たちの生活にとって も，私たちの文

明にとって も重要である。人は不貞を働 く

ようになるとかな らず滅びる。過去の強大



●われ らは貞潔なるべ きことを信ず

な国家 を滅ぽ した ものは，民の不道徳であ

った。不道徳 は現在の強大な国家 をも， ち

りと化すだろ う。……

若人の皆さん，私は皆 さんに純潔 を守 る

よ う心か らお願いす る。どうか私 の言葉 を

信 じていただきたい。純潔は生その もの よ

りも重要である。これは私が両親か ら教 え

られた教えであるが，真実である。汚れた

まま生 きるよ りも，純潔 を守 って死ぬ方が

はるかによい。皆 さん一人一人の救いはこ

のことにかかっている。」(Co処彦猶6n661～のoπ

「大会報告」1938年10月
，pp.137-38)

さて，愛す る友人の皆 さん，私がこれま

で述べて きたことは何 も目新 しいことでは

あ りませ ん。時 とい う試しを乗 り越えてき

た真実なのです。そのことを証 いたします。

ホームティーチヤーヘの提案

1.純 潔 の律法 を守 るこ とによって得

られる祝福につ いて感 じているこ

とを話す。

2.こ の記事の中に，家族が声 を出し

て読む とよいような聖句や引用が

あるだろ うか。 また，この記事 と

あわせ て読んだ らよい と思われ る

聖句がほかにあるだろ うか。

3.ロ ムニー副管長は， 「神 の律法 の

下ではいつの時代に も魂の破滅 を

招 く罪であることに変 わ りはあ り

ません。必然的に霊の死 という罰

を受けることになるのです」と言r

っている。不 貞が霊の死(神 か ら

断ち切 られること)を 招 く理由に

ついて話 し合 う。また一方で，純

潔や徳行が 「神の前に強 く」なる

のはなぜだろうか。

4.い つ も純潔の律法に従 うために，

自分 自身 をどの ように備えるこ と

がで きるのか話 し合 う。

5.前 もって訪問先 の家長 と打 ち合 わ

せてお くと， もっとよい話 し合 い

がで きるrであろ う。
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教会で最 も
重要な責任

ロ ジ ャ ー ・L・ ラ イ ス
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聖 餐会の後で監督室に呼ばれて・こう言
われたとしましょう。「あなた をワー ド

部で非常 に大切な責任に召したい と思いま

す。それは聖歌隊のために讃美歌 を準備す

るという責任です。」さて，あなたはどう応

えますか。心の中ではこう考えることで し

ょう。「でも監督， それは 大 した責 任 じゃ

あ りませ んよ。 もっと重要でや りがいのあ

る責任，た とえば若い男性の会長 とか扶助

協会の会長の ように，心から奉仕できる責

任に召してもらえませんか。」 しか しあなた

は，与 えられた召 しを断わってはいけない

と教えられていますから，口元に笑みを浮

かべてこう言います。「わか りました，監督。

喜んでお引き受けします。」

聖歌隊のために讃美歌 を準備す る最初の

日がや ってきました。あなたは30分 早 く教

会に行 き，丁寧に讃美歌 を並べ ます。そし

て聖歌隊の練習が終わる と，讃美歌 を集め

て元の棚 に戻 します。だれ もあなたのした

こ とに気付 きませ ん。あなたの肩に腕を回

して， よくや ったねとほめて くれる人はひ

とりもいませ ん。次の週，あなたは少し遅

れて行 きます。そ して大急 ぎで責任 を果た

しました。それで も，あなたに注 目する人

はいませ ん。

いよいよ3週 目です。 しか しあなたは行

こうとしませ ん。結局，大 した責任ではな

いのですか ら。

讃美歌 を準備す る責任は，必ず しも教会

で最 も難 しい責任 とは言えないか もしれま

せん。教会 で最 も難 しい責 任 とは，「ただ

の」という言葉で始 まる責任 です。「私はた

だのホームティーチャーですよ」「ただの訪

問教師よ」「ただのア ッシャー さ」「ただの

執事なんだ」 と言 うような責任がそれです。
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では，教会 で最 も重要 な責任 とは何でしょ

うか。それは，喜んで忠実に果たされる責

任です。

教会で何 らかの役職 に就 いている人には，

3種 類のタイプがあると私 は考えます。第

1に ，「はい，喜んでお引き受け します」と

言っておきなが ら，その責任 を果たさない

人。第2に ，責任は果 たしても，最小限度

のことしかしない人(喜 びを感 じていない)。

第3に ，責任 を果たす だけでな く，期待 さ

れる以上のことを行なって喜び を感 じてい

る人。

「しか し
，讃美歌 を準備す る責任で，期

待される以上のこ とを行な うには， どうす

ればいいのですか」 と，あなたは疑問に思

うか もしれ ませ ん。そのことにつ いて考 え

てみましょう。あなたは傷んでいる讃美歌

が数冊あるこ とに気付いて，それを直す時

間を取 ります。中にはぺ一ジが抜けている

ものもあるかもしれ ません。その場合 は，

必要 な部分 を複写 して，はさみ込んでおき

ます。さらに，讃美歌を運ぶ時に落 として

破損しない ように，専用の入れ物 を作 りま

す。このように，よ りよい奉仕 を行な う方

法はたくさんあるのです。

ここで，2マ イル行 く精神で奉仕 した教

会員の話を紹介 しましょう。彼の名前はA・

ハロル ド・グッドマ ン，プロボ神殿の神殿

長です。彼はア リゾナ州のツー ソンに住ん

でいたこ とがあ りますが，その時にだれひ

とりとして会 うことのできた人がいない と

いう会員のホームティーチャーに召 されま

した。 グッドマ ン兄弟は何度かその会員の

家 を訪れましたが，いつ も留守で した。隣

の人に聞いてみ ると，毎朝5時 半頃仕事へ

8
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出掛け るどのこ とで した。そこで，翌朝5

時 に玄関の前に座って待ちました。やがて

家の明かりがつくと，さっと立 ち上がって ド

ア をノックしました。 そして玄関に現 われ

た兄弟に，「おはようございます。私はあな

たのホームティーチャーです」 と言いまし

た。その兄弟は， 自分にそれほど深い関心

を示 して くれ る人がいたのを見て驚 きまし

た。それか らというもの，ふた りは打 ち解

けて話 し合 うようにな りました。

ユ タ州のオグデンに住んでいる叔母が，

若い頃に出会 った印象的な 日曜学校の教師

について話 して くれ ました。その教師は召

された時にこう言ったそうです 。「日曜学校

の教師は教会で最 も重要な召しです。」そし

て，叔母が知 るか ぎりで最 も優 れた教師に

なった といいます。その人の名前は，デ ビ

ッド ・0・ マ ッケイです。

教会 で最 も重要な責任は，私 たちが現在

受けている責任 だと思 います。あなたはま

だ特定の責任 を受けていないか もしれませ

ん。私が所属 していたあるワー ド部では，

責任の数 よりも会員の数の方が多かったた

めに，監督は幾人かの人を監督室に呼んで，

日の光栄の会員になって下 さい と言いまし

た。つ まり， よい模範 を示 し，必要な人々

にフェローシップを行 ない，集会に100パ

ー セ ント出席するという責任 を与 えたので

す。それは神の王国で私たちが受けている

召し，あるいは将来受け る召 しと同 じよう

に， とても重要な責任 でした。なぜなら，

義に基づ く奉仕 を行なうことによって，私

たちは自らの生活に祝福 をもた らし，隣人

の生活を豊かに し，神 のみ業 を推 し進め る

ことができるか らです。



石わたしか ら離 れては，

あなたが たは何 一 つ できな婦

マ ー ク ・ハ ー ト

1932年 ・ 大恐慌 は最悪の事態 となってい

ました。実際大学卒業者の内，就職 と

い う幸運に恵まれるのは，10人 にひ とりと

いう状態でしたが，私 はその幸運 な者のひ

とりでした。8カ 月間の試用期間の給料は

1，140ド ルで した。私 にはそれが何百万 ド

ルに も思え，胸が躍 りました。

これは，私が給料 というもの をもらった

騨 鰍 臓繍 覇繍
激

最初の仕事で した。良 き両親の模範のお陰

で，私には初めか ら什分の一を完全に納め

る決心ができてい ました。実際の ところ，

ヒーバー ・J軌 グラン ト大管長の言葉によ

って，什分の一 は何が あって も正直に納め

なければならないという思 いを強 くしてい

たのです。その上，什分の一の算出方法は

ご く簡単で，小数点を左にひとつずらすだ

糊
謙

「人は神の物を盗む乙どをするだろうか。

しか しあなたがたは夕わた しの物を盗ん

ご刀る。あなたがた はまた 『どうしτわ

れわれは，あなたの物を盗ん ～刀るの力功

ど言う。十分の一 ど， さざげ物をもっτ

ごある。」
マ ラ キ3：8

111二 一 フ ァ イ24：8

撫 鰍 撚騰 撒鰍 顯 懸懸灘



けでよいのです。 これは，私にも理解でき

ることで した。そ して・私は初めての支払

い小切手を受け取 ると，14ド ル25セ ン トを

監督の所に持 って行きました。それか ら数

カ月の間，私は同 じようにして什分 の一を

納め続けました。そのような折， カリフォ

ルニアで伝道中の兄の ミッキーか ら手紙 を

もらいました。手紙には，このようなこと

が書かれていま.した。「毎朝厚紙 を切 って，

靴の底 の破れた ところに当てています。 こ

うすれば，ハ リウッ ドの コンクリー トの道

に足形 を残さなくて済み ますか ら。」

私は思いました。「今，自分は什分の一 を

完全に納めている とい うことで思 い上が っ

ている。それなのに，兄の ミッキーは靴に

も困 りなが ら，外で主のみ業 に励 んでいる。

このままではいけない， もっと現実的にな

らなければ。」こうして私は， 自分 で現実的

だと思 う方法 を実行に移 しました。 まず什

分の一 を半分 にし，7ド ル をミッキーに送

り，7ド ル25セ ン トを主に捧 げたのです。

2カ 月間，私はこの方法 を続けました。

けれども， どうも気持 ちがす っきりしませ

ん。仕方なく，私 は監督に助言 を求めに行

くことにしました。鉱山で働 くその監督は，

分別のある信頼で きる人で，私の良 き友人

でもありました。「彼な らこの間題 の現実的

な面を理解 してくれるだろう。」私はそ う考

えていました。

私は監督に 自分のしていたことを話 しま

した。少 しの沈黙があった後，私は思い切

って尋ねました。「監督は どう思いますか。

私の していることは正 しいでしょうか。」

「そうですね
。」監督は答えました。「あ

なたは主のお金 を大変惜 しみな く使 ってお
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られますね。」それか らこ う言 いま した。

「もしお兄 さんを援助するのでした ら
，主

のお金の中か らではな く，あなた 自身のお

金の中か ら援助すべきだ と思います。」私は

その返答 に驚 きましたが，監督の賢明な判

断にな るほどと思わされました。

翌月，支払いを済ませ なければな らない

請求書 をすべて合計してみると，6ド ル65

セ ン ト足 りませんで した。眠れぬ夜を過ご

した後，私 は何よ りもまず什分の一 を最初

に納めなければならない と心に決めました。

私には，大家 さんが不足の6ド ル65セ ン ト

を来月の給料 日まで待 って くれるとい う確

信があ りました。大家 さんはずっ と町の外

に出掛けていたのですが，戻 って来るやい

なや，私に事情 を説明する間も与 えずにこ

う言いました。「一週間 も自炊 してもらうこ

とになってしまったので，今月の分は…・一」

そして，私が当然支払 わなければな らない

額 よりもち ょうど6ド ル65セ ン ト少ない金

額 を言ってきたのです。私は，主が私 に何

か を，つ まり，天の窓が開かれるか どうか

は私たち自身にかかっているのだ と語 りか

けようとしてお られ るような気が しました。

それ まで私はいつ も心の中で考えていまし

た。「主は，毎 月140ド ル という決 まった収

入しか ない人を，経済面で どのよ うに祝福

され るとい うのだろう。」当時，私 にはその

答 えが分か りませんで した。しか し私は，

主が人々をどう祝福 されるかは主御 自身が

お決めになることであ り，私のなすべ きこ

とは，正直に完全に什分の一 を納め ること

であるとい う考 えに達 したのです 。

そして今， その後の40年 間を振 り返って

みると，主が私に注いで下さった数々の祝



福 に驚か されます。それらの祝福 はどれ も

私 には もったいないようなものばか りです。

心の平安，精神面の幸福，変 わらぬ自信，

愛す る妻 と9人 の子供 たち，家庭，や りが

いのある仕事，そのほかお金では買 うこと

のできない数 多 くの祝福 を受けてきました。

主が予言者を通 して約束 されたこ とは， ま

さしく真実です。「わたしの宮に食物 のあ

るように，十分の一全部 をわたしの倉に携

えてきなさい。これをもってわたしを試み，

わたしが天の窓 を開いて，.あふるる恵みを，

あなたがたに注 ぐか否か を見な さいと，万

軍 の主 は言われる。」(マ ラキ3：10)

天 の 卿7毯

ネ リ・A・ ロ ジ ャ ー ス

私 はちょうどブラジルのサンパ ウロの大

学に通い始めた19歳 の時に，末 日聖徒

のふた りの宣教師に会いました。4週 間教

会について勉強した後，私は強い証 を得て，

バプテスマ を受ける決心をしました。什分

の一の律法について学んだ時も，私はす ぐ

にこの原則について証 を得 ました。けれど

も私には大 きな問題があ りました。私は15

歳 の時か ら，家計を助 け，夜学の費用 をか

せ ぐために毎 日8時 間働かなければな りま

せ んで した。私は月給の半分 を家に入れ，

あ との半分で自分 の衣服や学費，交通 費を

まかなっていました。私の給料は とて も安

か ったので， どんなに小 さな出費に も神経

を使いましたが， 月末には手元には一銭の

お金 も残 りませ んでした。

家族の中で教会に加 わったのは私ひ とり

で，家族 のみんなは，私が納める什分の一

のために一緒に犠牲を払おうなどとは考え

て くれ ません。ですか ら，什分の一 を納め

ようとするな らば，私が使 える半分の給料

の中か ら10パ ーセ ントを出さなければなら

ないのです。 しか し，いろいろな出費をま

かなうためにはそのお金全部が必要で した。

特 に私は大学に通い始めたばか りでした。

私はこの問題について熱烈な祈 りを捧げ，

繰 り返 し繰 り返 し，マラキ書3章10節 にあ

る聖句 を読み ました。「わたしの宮に食物

のあるように，十分の一全部 をわたしの倉

に携えてきなさい。これ をもってわたしを

試み， わた しが天 の窓を開いて， あふるる

恵み を，あなたがたに注 ぐか否か を見なさ

い ど，万軍の主は言われる。」 この聖句は私

に慰めを与えて くれ ました。そして私は，

教会に入ったその 日か ら什分の一 を納めよ

うと決心 したので した。

私が初めて什分の一 を納めてか ら間 もな

く，雇 い主が私の ところへ来て，大学へ通
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い出したのだからもっと勉強時間 とお金が

必要だろうと，言いました。ぞ して，他の

従業員より1時 間半早 く帰って もいい と言

ってくれたのです。おまけに，私の給料 を

その月か ら50パ ーセ ン ト上げてや ろうとい

うのです。

私は何 もお願い した覚えがなかったので，

自分の耳 を疑 いました。で も聞 き違いでは

あ りませ んでした。彼が行 ってしまった後

で，私はマラキ書の中の聖句 をもう一度思

い出 しました。主が約束 を果た して下 さっ

たのです。

その時以来，私 はいつ も必要な ものにこ

と足 りてい ます。それは，主が予言者マ ラ

キを通 して約束 されたように，私 を祝福 し

て下 さったからなのです。

「わた しの宮に食物のあるように
，十

分の一全部をわたしの倉 に携えてきな

さい。これをもってわたしを試み，わ

たしが天 の窓を開いて，あふるる恵み

を，あなた がたに注 ぐか否 かを見なさ

いと，万軍の主は言われる。」

(マラキ3：10)
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什分の一 主の律法

ル イ ー ズ ・A・ ケ リー

1930年 代 の不景気 のさ中・私 たち一家は
ニュー ジャージーの貧 しい農場 に住 ん

でいました。土地はやせ，'収穫 もわずかで

した。イチゴだけが，私たちの努力にどう

にか報いて くれましたが， イチゴの取れる

期間は短 く，年収はスズメの涙ほどでした。

私 の家は道沿いにあったので，家の前に

かごに入れたイチゴを並べ，一 かご幾 らで

売 りました。お陰で40ド ル程の収入があ り

ました。わずかな金額ではあ りましたが，

それ とて，長いことお目にかかったことも

ない現金で した。什分の一 もたったの4ド

ルで，涙の出そ うな程の少額でしたが，4

人の子供 を抱 えた我が家に とっては， その

4ド ルで さえも， あればいろいろ と使 い道

のあ る，のどか ら手が出そ うなお金で した。

しか し，私は意 を決 して，什分の一 を納め

ることに しました。

す ぐには， これ と言った恵みはありませ

んでしたが，正 しいことをしたのだとい う

満足感はあ りました。 しか し，その翌年の

ことです。そ の辺 一帯 の イチ ゴの葉 に，

班葉病が慢延 したのです。作物 という作物

は，文字通1)全 滅でした。一 私の畑を除

いて。我が家の畑の作物 は元気に育 ち，水

分のたっぷ りあるイチゴが， 山のように取

れたのです。

何 キロ も離れたあちこちの村か ら，大勢

の人が我が家のイチゴを買いに来ました。

お客 たちは，私 たちが病害に強い品種のイ

チ ゴを植 えていたのだと思って，その苗 を

買いたや と言ってきました。我が家の苗 も

他の畑の苗 も同じだ と言 うと，何か特別 な

手入れ をしたに違いない と思い込み，普通

の世話 をしただけだ と言って も，信 じて く

れない有様で した。私たちは，前の年に，

什分 の一 を納めたことを力説 しました。し

か し，その辺 りには，末 日聖徒 はごくわず

か しかい ませんでしたか ら，大抵の人はい

ぶか し気に什分の一の説明を聞いていまし

た。

祝福は，いつ もはっき りした形で現われ

るとは限 りませ ん。仕事上の成功， よい職

に就 くこと，健康な どの恵み をいつ も受け

ている末 日聖徒 は，その ことについて余 り

深 く考えないか も知れませ ん。 しか し，不

景気のさ中にあって 多大な収穫 とい う形で

や って来 た祝福 を思 う時，什分の一 を納め

ることによって恵み を受けることができる

という事実を，私は否定することができな

いの です。
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私 はこれから・この地上の生涯の大切 な一
時期 を，実 りある結婚生活 を築 くため

に捧げ ようとしている人々に，幾つかのこ

とを申し上げたい と思います。

数年前，フロリダに行 った時のことです

が，世界的なマラソン走者，フランク・ショ

ー ター と会 う機会があ りました。彼は1972

年 のオ リンピックでは金 メダル，1976年 に

も銀 メダル を獲得 し，ほかにも長 距離走で

は何度 も優勝 したことのある人です。私は

その練習のスケジュールにつ いて聞 き，彼

が一流の競技者足るべ く，実 に多くの時間

を使 っていることを知 らされました。彼は

食事，1日 の練習量(つ いでなが ら'いうと，

彼は1日 に約32キ ロ を走るのです)， 試合 に

勝つための心構 え，ほかに も自ら選んだ道

を窮めてい くことにつなが る数 多くの事柄

をよくわ きまえていました。

フランク ・シ ョーターを初め とす る，仕

事 ，趣味，学業など自ら選んだ分野で成功

を収めている人々のことを思い描 きなが ら，

私はひ とつのこ とを思いました。「もっと多

くの夫婦が彼 らと同 じような気持 ちで実 り

あ る結婚生活への努力 をして もいいはずな

のだが。」

価値のあるこ とで，簡単に達成できるよ

うな ものが果たしてあるでしょうか。強い

絆で結ばれた結婚 生活，揺 るぎない家庭に

勝 るものがほかに何か あるでしょうか。私

が話 したい と思うのは，再婚 した人 も含め

て，実 りある結婚生活 を願 う人々に対 して

であ り，安易な答えを求めている人，安 ら

ぎのないまま妥協 をし，それに耐 えること

をよしとしているだけの人々に対 してでは

あ 『)ません。

強い絆で結ばれた結婚生活 とい うものは，

厳 しい試練の後に来るものです。永遠 に続

く素晴 らしい結婚 生活は，苦 しみ，悲 しみ，

誤解，誘惑な どに遭遇 し， それらを克服し

た夫婦に与 えられ るものです。 しかし私 は

過去に目を向けようと言 うつ もり倭ありま

せん。そ うではなく，現在 と将来に 目を据

えたい と思います。

より良い結婚生活を築 くためにという本

もありますが，残念なことに末 日聖徒の役

に立つ ものはあま りあ りません。末 日聖徒

の結婚生活，家庭生活は神 の教え と原則に

基づ くもので，この世的な考 えや問題解決

法の上 に成 り立つ ものではあ りません。結

婚 してか らどの位経ったか ということに関

係 な く，結婚生活をよりよいものにす る上

で 多 くの人々 の役 に立つ 提案 を幾つか し

たいと思い ます。私はこれ までに様々な人

に会い，その人々が味わっている喜びにつ

いて話 を聞 く機会があ りましたが，その喜

びは皆さんの多 くが知 っているひ とつの真

理 の中に存在す るものです。結婚生活は時

と共に徐々に良 くなってい く， という真理

がそれです。苦 しみ，喜び，悲 しみの時 を

経 て，幾 多の困難を切 り抜けたその後に，よ

うや く真の愛を見いだす ことが よくあるも

のです。

○
第1点 となるものを申し上げます。これ

は根本的なもので，救い主 とその教 えを私

たちの心 と家庭の中心に据 えなければなら

ない とい うことです。本当に実 りのある永

遠の結婚 は，キ リス トを基 としなければな

りません。教義 と聖約121章 に述べ られて
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いる原則は神権者に向けられたものですが，

夫婦にも当てはめる ことがで きます。
い か
「如何なる権力 も勢力 も

，神権によりて

維持す る罷わず， または維持すべ きものに

あらず，ただ説服 と堅忍 と柔和 と温情 と偽

らざる愛 とによる。
さよ

また，親切 と浄 き知識すなわち偽善にあ
かん ち はなは

らず好智にあ らず してその人を甚だ大いな

らしむるものによる。

…信仰ある家族 に対 して汝の腹 中を慈

も っ

愛 にあふれしむべ し。絶えず徳 を以て汝の
おもい しか

想 を飾るべ し。然る時は，汝の自ら信ずる

こ と神の前に強 くな りて，神権の教理は天

より下る露の如 くに汝 をうるおさん。」(教

義 と聖約121：41-42，45)

建 物が存続す るためには，土台がしっか

りとしていなければならない ように，家庭

には，救い主 とその教 えとい う確かな基が

必要なのです。私たちは霊にかかわる事柄

を信 じ，問題の解決に当たっては， みたま

の力に頼 るべ きであると信 じています。1

日 も欠か さず，少な くとも日に2回 ，信仰

をもって共に祈 ることを絶や さないなら，

それは確かに達成で きることなのです。

o
第2点 は，ふた りの間にあ る意見の相違

を見て， その結婚が失敗であ ったと考 える

ようなことがないように ということです 。

本当に心 を通わせ るためには，食い違 いが

出てきた時に，相手のことを思いや りなが

らも同時に率直な態度を心がけなければな

りません。なぜ苦 しんでいるのか をよく分
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か るように説明 し， 自分の気持ちを知って

もらう必要があ ります。これは怒 った り，

一時の感情に押 し流 されたりせずにできる

こ とです。内向的で，思 っていることを口

に出さない人は，いろいろと病気にかか り

やす いものです。また， それに劣 らず心 し

なければならないのは， そのような態度 で

は問題は解決 しないというこ とです。

いつ もお互 いに正面か ら向 き合 う率直な

態度 を忘れないように して下 さい。相手が

けんか腰の態度で くると，黙 りこくった り，

ぷいと外に出て行って しまった りす る人が

多過 ぎます。ある時私はひ とりの若 い奥 さ

んから相談 を受け，御主 人に夫婦の話 し合

い を持つ よう言って欲 しい と頼 まれたこ と

があ ります。「意見の違いが出る と，主人は

決 まって黙 りこ くって しまうんです。それ

で家か ら出て行 ってしまったか と思 うと，

頭が冷えるまでは帰って来ませ ん。帰 って

来ても，私の方か ら折れるまでは，取 り付

く島もないんです。1週 間で も2週 間で も，

ひ と言 も口を利いて くれない こともあるん

です 。」

夫婦間の考 え方の違い とい うものは，互

いに人間であ り，完全な者ではないことの

表われに過 ぎません。お互 いの違 う点につ

いてよ く考えるな ら問題 は解決で きます し，

夫婦の絆 を危 うくさせることもあ りませ ん。

また， 自分たちの結婚生活は まあ まあの も

ので，感情の行 き違いがあっても，それは

お互 いの気持 ちを汲み取れなか っただけの

ことだと考 えることもで きます。

何年 も前，監督 をしていた時の ことです。

自分たちの両親の間には愛がな く，この ま

までは，家庭の不和が元で離婚 して しまう

のではないか とまで考 え，不安 と当惑の内

に私のもとへ来た若人がた くさんいました。



彼 らのことでは大 いに考えさせ られ ました。

私 はその親たちをよ く知 っていま した し，

夫婦 として深 く愛 し合っているこ とも承知

していました。それ で，心配す る気持ちは

分か るが，それは夫婦の間ではよくあるこ

とで，す ぐ家庭が崩壊するな どと考 える必

要はない と説 明してや りました。

o
第3点 は，ふた りだけの時であっても，

人前であって も，決 して 自分の連れ合 いを

辱めるようなことをしてはな らない とい う

こ とです。気心の知れた者同士のユーモア

と考 えてそういうことをす る人がいますが，

決 してそのような ものではあ りません。そ

れは相手 を侮辱す ることであ り，夫婦の絆

を危 うくす るものでもあ ります。辱め を受

けた人は心に深い傷 を受け ます。内輪の話

を持 ち出 して 自分の連れ合い をもの笑いの

種にするような行為 は，思 いや りのなさ，

あるいは欲求不満や，心 を傷つけ られたり

した場合に心の奥底に生 じる敵意，怒 りの

表われです。互いに敬 い合 っている夫婦な

ら，相手の体面を傷つける，その ような行

為は決 してしません。

④
第4点 は，お互 いにあまり無理 をして，

自分の感情を抑え過 ぎることのないように

というこ とです。結婚 して何年 もたつひ と

りの婦 人がいます。彼女は愛の精神にあふ

れた人で，私はその素晴 らしい結婚生活の

秘訣 をひ とつ聞かせて もらったことがあ り

ます。彼女はこう言いました。 「私 の務めは

夫が その力 を思 う存分発揮できるような家

庭環境を作ることです。あの通 り夫は父親，

監督，社会人 としてとても忙 しくしていま

す。 でも夫 も私が 自分の可能性 を伸ばせ る

ように助けて くれるんです。」

妻 の励 ましを得て，彼は立派に監督の職

を果 たしました。彼女 も後にふたつの補助

組織 の副会長 を務め，ステーキ部の扶助協

会会長に もな りました。彼女は自分の部屋

を持 ち，そこで縫い物 をした り，絵 を描い

た り，美 しい詩 を作 った りしていました。

それで彼は何の気兼 ねもな く，釣 り，絵な

ど自分の好 きなことに身を入れることがで

きるのです。相手のわが ままに不満を募 ら

せてい くなどというこ とは， このふたりに

はあ りませんでした。お互 いに相手が必要

としてい るもの と，その 目標 とを認め合 っ

ていたのです。

最 も理想的な結婚生活 とは，ふた りの愛

を主に育てていただ くとい う気持 ちで，夫

婦が足並みを揃 えることにあるのではない

で しょうか。その ような夫婦は互いに関心

を示 し合いながらも，相手が 自分 自身の進

歩 と成長 をはか り，思 うままに新たな目標

を定めてその達成に努め ることができるよ

うに心 を配 ります。むろん，そこにある自

由 とは，相手 を自分の思いの ままに扱 うと

いうよ うな ものではあ りません。嫉妬は，

人を縛 り付けておこうとい う心理がわずか

に形 を変 えただけの ものであ り，人の心を

踏みつけにす る最 たる もののひとつです。

相手の愛を失 うことを恐れている夫婦は
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卜

ニ う

独 占欲 を嵩 じさせ て，互 いの絆 を弱めてい

ます。「妻 を自分の目の届かない所に出 した

くない」な どと考 えている人は， その恐れ

の気持 ちがかえってあだとなって，結局は

妻を自分の方か ら遠 ざけることにな りかね

ません。夫婦はそれぞれの成長 と意思表示

のための自由を，互いに認め合わなければ

な りません。ふた りがそれぞれに才能 を伸

ばし，楽 しみを持 った生活 を送 ることがで

きるなら，倦怠感や偏狭な考えに結婚生活

を悩 まされ るようなことはそうはありませ ん。

o
第5点 は，機会あるごとに互いのよいと

ころを心か らほめ合 うということです。あ

る中年の婦 人が次のように言 うの を聞 いた

ことがあります。「うちの夫には，高慢 ちき

にならないように言って くれる人がいない

とだめなんです。 自分 を過大評価 してしま

うんです。」何 とも嘆かわ しいこ とです。夫

というものはだれで も， 自分 を励 まし，誇

りを持 たせて くれ る妻 を必要 とし，妻 もま

た，自分 を尊び，敬 って くれる夫 を必要 と

しているのです。心か らのほめ言葉をもっ

て互いに励 まし合 うのは，決 して弱さの表

われではあ りません。当然の姿なのです。

伴侶 となる人と共に聖壇の前にひざまず き，

永遠の誓いを交わすこ とのできる人なら，

相手の良い ところを数 多く見つけ，ほかの

人と話をず る時に，そういう点を引 き立て

てやることもで きるはずです。

これ まで何度 もカウンセ リングをしたこ

とがありますが，離婚 をした人々が よくこ
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ういうことを言います。「あの人と別れてか

らもう3年 にな りますが，元の生活に戻れ

たらとつ くづ く思います。ひとりきりの生

活はや りきれ ません。私が夫婦の対話 をな

おざりにしていたんです。」「彼女 には悪い

ところなんてなか ったんです。その ことだ

けは彼女に知 って欲 しいと思 ってます。私

がばか でした。彼女の良い ところを決 して

ほめ ようとしないで， いつ も粗探 しばか1)

していたんです。つれない態度で，冷た く

あ しらい合っている夫婦が よくいますが，

手遅れにならない内に 目を覚 ましなさい と，

声を大にして言ってあげたいですね。皮肉

を言うのはやめて，互 いに励 ましの言葉 を

かけなさいって。」

夫婦 というのは，相手か らほめ られ ると，

その言葉通 りの人間になるところがあ りま

す。また， 自分が誇 りとす る連れ合 いの賞

賛や励 ましなら，それに応 えて大概 のこと

はするものです。

何年 も前のことですが，適齢期 を過 ぎて

も独身でいた私のある友人が婚約 をしまし

た。彼が選んだ相手の女性 を見て，多 くの

人は意外 とい う顔 をしました。 とて も彼ほ

どに教養があ り，人付 き合いが うまく，思

慮分別 をわ きまえた人 とは思えなかったか

らです。だれの目にもそれは不釣 り合いな

ものでした。それから私たちは結婚す るま

でのふた りの様子 を，教会 を初め とす る様

様 な場所で見てきましたが，彼は彼女に対

してどのよ うな時でも親切に話 しかけてい

ました。学校から本を持 って きて，それ を

一緒に読むこともありました。彼はほかに

もいろいろな方法で，彼女が もっと成長 し，

魅力的な女性になれるように助けましたが，

同時にそれが，彼の成長につながったこと

は言 うまで もあ りませ ん。 この夫婦は今遠



く離れた地で伝道の責任 を果 たし，満ち足

りた人生 を送っていますが， それは，人の

役 に立つ，思いや りのある人間にな りたい

という彼の願いと，ふた りの間にある深い

愛によるものなのです。

Φ
胴 『

第6点 は，互 いに対話 を拒む ようなこと

をしてはならないということです。私たち

は 「ひとりにさせて くれないか。考えな く

ちゃならないこ とがあるんだ。ぽ く自身の

問題 だか ら自分 で考えるよ。今 はひ とりき

りにな りたいんだ」などと口にす るこ とが

ありますが， これは正 しいことではあ りま

せん。またそれは，相手に対 して不実であ

り，無礼の極みであるに とどまらず，愚か

なことでもあ ります。互いに苦 しみ を分か

ち合い.助 け合 うということがない とした

ら，結婚には一体 どのような意味があるの

でしょうか。私 たちは次のような言い逃れ

をよく耳に します。「今 大変 な時 なんだ」

「気分が良 くないか ら」「仕 事が 大変 なん

だ」「子供のせ いで一 日中気が狂 い そ うだ

わ」 しか し，そのどれを取 っても，あなた

を愛 して くれ る人との話 し合いを拒否す る

正当な理由 とはな りませ ん。

心の ドアは開けておかなければなりませ

ん。他の人を寄せ付けようとしない時こそ

人の助 けを最 も必要 としている時， とい う

のは よくあることです。言 うまでもな く，

私 たちは皆， ひとりになった り，頭の中で

思 いを巡 らしたり，黙想 し，祈 りを捧げた

りす る時が必要です。また同じこ とを他の

人も必要 としていることを理解 し，認めな

ければな りません。 しか し， 自分のことを

心配 し，力になりたい と思っている伴侶 に

対 して，思いや りや感謝の念に欠けた振る舞

いをして許され るものではあ りません。特

に，何か問題がある時に，この ことが言え

ます。

⑦
第7点 は，「私が悪か った」ということを

口に出して言 うことです。 それも心か らそ

れ を言 うこ とです。たとえ悪意がなか った

にせ よ.，失敗 をして人に迷惑 をかけ，それ

を謝 罪しなければな らな くな るとい うこと

は よくあ ります。謝罪の言葉 と共に忘れて

な らないのは，赦 しの言葉です。イエスは，

天父の赦 しを得られるか どうかは， 自分に

対 して罪 を犯 した人を赦せ るかどうかにか

か っていると教えられました。(マ ル コ11：

25-26参 照)私 が知 っている中で，揺るぎ

ない結婚 生活 を送っている夫婦は，互いに

自分 の非 を認め，赦 し合 うことので きる人

人で した。

大分年 をとってか ら結婚 したひと組の夫

婦がいました。奥 さんの方は婚 歴があ りま

したが，御主人の方は初婚 でした。初めは

楽 しい生活が続きましたが，数カ月経ち，

ふた りの間に激 しい意見の衝突が起 きまし

た。御主人は苦悩のあま り，毎 日の仕事に

も手が付かない状態になってしまいました。

彼はその危機に直面 して動揺 しながらも，

その問題につ いて じっくり考 えました。そ

して，少な くとも責任の一端は 自分の側に
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あることに気付 いたのです。彼 は妻のとこ

ろに行 き， ぎこちない様子で何度か口ごも

るように しながら言いました，「私が悪かっ

た」 と。奥 さんの方 も泣 きじゃ くりなが ら，

問題の大半は 自分の責任 であ り，赦 して欲

しいと言ったのです。彼は妻の手 を握 りな

がら， これまで自分 は人に謝ったことがな

かった と告 白し，これか らは どの ような問

題が起きても大丈夫 だという思 いを持 った

のです。彼女の心には安 らぎが ありました。

それは互いに 自分の非 を認め，赦 し合 える

よ うになったか らです。

夫婦は 自分が悪か った と， しか も心の底

からそれ を言 うことに加 えて，過去 のい さ

かいや間違いをほじくり返すようなことを.

避 けなければな りません。数多 くの夫婦が

深刻な危機 を乗 り越え，実 りある生活 をし

ていますが ，それは罪に対する神のみここ

ろに添った悲 しみ と，その後に来 るキ リス

トが示 された ような赦 しとがあった場合だ

けです。

⑨
第8点 は，問題が起こった時，家族の中

の然るべ き人，監督，ステーキ部長以外に

は， 第三者に頼 ってはならないというこ と

です。この ような人々は思いや りと霊感に

満ちた方法で，必要に応 じ適切 なカウンセ

ラーを紹介 してくれ るでしょう。私たちの

周囲にば，心に痛手 を負った人を慰めてあ

げたい といつ も考えている人が います。そ

して既婚者でその家庭の中に話 し相手がい

ない場合，残念なことなが ら家庭 の外に友
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達 を求め ようとす る人が非常に多いのです。

そ して姦淫の罪 というものの多 くがそこ

か ら始 まります。それは近所付 き合い，あ

るいはワー ド部聖歌隊，職場などの中で起

きることもあ ります。人知れず行なわれ る

事柄 も，最初はただ互いの苦 しみについて

話し合 うという何の悪意 もないところか ら

始 まります。 しか しふた りはや がて互 いに

頼 りにし合 うようにな り， その行 き着 く先

は伴侶以外の人に忠節 と愛情 を向け るよう

になるという例がほ とん どです。そ してそ

の後に来るのが姦淫の罪です。夫婦間の問

題は先に挙げた家族の中の然 るべ き人，監

督，日ステー キ部長のほかには， たとえ同性

の親友であろうとも第三者に打ち明けるべ

きではあ りません。そこか ら他 の人に話が

広がるということがよ くあ ります。主 を信

頼 し，監督，ステー キ部長に助 けを求めて

下 さい。主が定めたもうたこの手順 は簡潔

ながら，頼 りになるものです。

⑨
第9点 は，結婚生活の 中に喜びを絶や さ

ないようにす るということです。神は私 た

ちが喜び を得 るように と望 んでお られます。

(1二 一 ファイ8：10111二 一 ファイ2：

25参 照)結 婚生活 とい うものはほ とん どの

場合喜びと共に始 まりますが，夫婦関係が

うま くいっているヶ一 スは，皆その喜びが

ずっ と保 たれています。結婚生活の中か ら

喜びが消 えて しまった時，それはもろ く壊

れやすい ものになって しまいます。どこか

幸福な家庭の中をのぞいてみて下さい。そ



ういう家庭は幸福 そうな夫婦がか じを取 っ

ているはずです。共に笑い，共に何か をす

ることを忘れた夫婦は，互 いの愛 と，共に

生 きていくための力を失いつつあるのです。

真 の愛の中には，喜び， また子供 と変わ ら

ないような特質が見られるものです。つま

り楽 しさがあるのです。

◎
第10点 は，祈 りを絶や さないようにす る

ということです。アダム とイヴは，その不

安 の時に，つかの間の不従順 を神のみ顔 を

避けるこ とによって，その場 を取 り繕お う

としました。隠れるのは人であって，神 で

はあ りません。神が入類最初の結婚に関与

してお られたのは真実です。そして神 は今

も，すべての結婚 に心を寄せ，関与 してお

られ るに違いありませ ん。一番良いのは，

夫婦，子供が共にひざまずいて祈 ることで

す。それができない場合で も，揺 るぎない

結婚生活 と， 自ら受けるに値する幸せ とを

夫婦で祈 り求めるべ きです。私 たちが持つ

弱 さ，人生で直面する困難な間題は， いか

に強い絆で結ばれた夫婦の絆 といえ ども，

神の助けな くしては とて も立ち行けな くな

るほ どの影響を，結婚生活に及ぼ している

のではないで しょうか。救い主 は結婚生活

の病 を癒 し，健康な ものにして下 さいます。

将来が どうなるかぱ現在にかかってい る

のです。ですか ら今 のこの時 をしっか りと

生 きなければな りません。この人生 はたち

まちの うちに過 ぎ去 っていきます。幸福に

満 ち足 りた日とい うのは，負債 をすべて返

済 し，子供が大 きくなって，第一線を退い

た後にいつかやって来るものだなどと夢想

す る愚行 を犯 してはな りません。人生の善

きものを楽 しむのは今 という時なのです。
ぼぽ う か

善は常に悪 を凌駕 します。今 この時に，何

が善か を認識 し，お互いの生活を楽 しい も

のに しようではあ りませ んか。

話 し合い
この記事 を読んだ後で，以下の点に

ついて夫婦で話 し合 うとよいでしょう。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

何事 をするに して も，それに対す

る心構えが大切です。幸せな結婚

生活を続けてい くためには， どの

ような心構えが必要で しょうか。

主のみたまを悲 しませ，家庭の中

から退 き去 らせ るのは どの ような

態度でしょうか。

口を利かないようになると，問題

はさらに深刻にな ります。問題解

決のための最 も有効な方法は何で

しょうか。

どうして も自分 に非が ある とは思

えない場合，その納得 できない気

持ちを克服するには どうしたらよ

いで しょうか 。

夫婦が互 いの愛情や感謝の念を表

わす方法で，言葉による以外のも

の としては どのような方法がある

で しょうか。

結婚生活を幸せな もの とす るため

の10の 提案の中で，あなたに とっ

て最 も役立つ ものはどれでしょうか。
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心に残った
6つ の話

トーマ ス ・W・ラダニ ュー

教 会の集会に出席していて・最後まで耐
えられるかなと思 ったことはあ りませ

んか。人生の最後 までとは言いませ ん。集

会が終わるまでです。内容が貧弱でだ らだ

らとした話や， 口の中だけで もぐもぐ言っ

ているような話，気の抜けたような一本調

子 の話， こういった話をじっ と聞かなけれ

ばならなか ったという経験はあ りませんか。

話者は何 を言おうとしているのだ ろうと首

をかしげなが ら話 を聞いていたことはあ り

ませんか。

立場 を変えて， あなたは話者 として何の

準備 もせずに聴衆 の前に立 ったという苦 い

経験 をしたことはあ りませんか。そして，

あなたの話 を聞こうともせず，つ まらなそ

うな顔 をした り，居眠 りを始めたりす る会

衆 を見なが ら，情けない思 いをしたこ とは

ありませんか。せ っか く締め くくりの取っ

て置きの ところ(せ めてそこだけはと， よ

く準備 をした部分)を 話 しているのに，会

衆席か らはいび きが聞こえてきた とい うよ

うな経験はあ りませんか。

教える立場，指導的立場 にある私たちめ

中には，話 し手 としての能力 と経験 を身に

付け，上手な話 し方 をす る人が大勢い ます。

一方
，そういったことの不得意な人， まし

て経験の乏 しい人の数 も少な くあ りませ ん。

改宗者であ る私は，次週の聖餐会の話者が

自分であるという発表 を聞かされた時の，

あの不安 と恐れの気持 ちを今で もはっきり

と覚 えています。 しか し， このようないろ

いろな場で話す責任を与え られたことによ

って，私は話 をす る際に必要な正 しい原則

を学び，応用することの大切 さを実感す る

ようにな りました。
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公 の場 で話す場合 に役 に立つ， また応

用すべ き基本原則が幾つかあ ります。これ

は当た り前の ことなのに，以外 と実行 され

てい ませ ん。(1)テー マに関係のある適切 な

資料 を探す。(2)選ん だテーマに精通す る。

(3)誠意 をもって臨む，(4)制限 時間内で話す。

(5)テー マからそれない。(6)大 きな声ではっ

き りと話す。(7)熱意 をもって話す。(8)聞 く

人の心 に訴える話や実例 を用いる。(9)適切

な ところに視覚教材やユーモアを入れる。

(10)霊的 な準備 をす る。

教会員 として， また学生，話 し方教室の

教師 として，私はこれまで素晴 らしい話 を

数 多く聞 いてきました。次に挙げる例は，

教育 を受 けた人の話，そ うでない人の話 な

ど様々ですが， どれ も先に挙 げた正 しい原

則に従ったものであるこ とが分か ります。

しか もこれ らの話には共通 して言えること

があ ります。それは最 も大切 なことです。

すなわち， どの話 も人の心に訴えるものが

あるとい うこ とです。

1.20年 以 上 も前に聞 いたこの話は，話

者がテーマに関する適切な資料 を選び， そ

のテーマによく精通することが，話 とい う

ものに どれほど訴える力，を増 し加 えるかを

示 しています。

ニュージャー ジー に住 んでいた時，私 は

食器棚の販売店 を営 んでいました。私は長

年 食器棚 の製造 と取 り付 けをしていました

か ら，良い物を見分ける 目は持 っていまし

た し， 自分の ところで扱 っている木工製品

には 自信があ りました。

ある時，ペ ンシルベニアにある大手の家

具 メー カーか ら，製品を取 り扱 って くれな

いか とい う依頼があ りました。私は，まず

その会社 を訪問し，製品 を見てか ら返事 を

させ ていただ きたい と返答しました。そし

て他の卸売業者 と一緒に会社 を訪れた際，

係の人か ら製品を運搬する時の木わ くにど

のような配慮がなされているかを聞 きまし

た。その人の話は専門用語が 多いというわ

けでもな く，難 しいこ とを事細かに説明す

る とい うのでもあ りませんでしたが，彼は

自分が伝 えたいと思 う事柄について実によ

く知 っていました。 またその話 しぶ りは 自

然で，その場にふさわ しい ものであり，非

常に分か りやす く，面白い ものでした。

話が終わる とその人は，標準サイズの食

器棚 を持 ってきて，それを木わ くで梱包 し

ました。次に彼は別の会社が荷造 りした食

器棚 を持 ってきて，ふたつ を2階 の窓か ら

落 としま した。私 たちに話 をして くれた人

が荷造 りした食器棚は全然傷がつきませ ん

で した。 しか し， もうひとつの方は修理 も

できないほ どに破損 してしまいました。言

葉 と実演 とが ひとつになって，強烈な印象

を残 したのです。私は， ここの製品なら大

丈夫だ と確信 しました。 目と耳に訴 えるこ

との効果がいかに大 きいか を示 したよい例

です。

2.効 果的なコ ミュニケーシ ョンをはか

る上 で最 も基本的，かづ重要 な原則 をひと
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つ挙 げるとすれば，それは誠実な態度で臨

む ということでしょう。自分の言わん とす

ることを正 しく伝 えていますか。自分の語

ろうとレている原則につ いて心からの確信

を持 っていますか。聞き手はそれが 口先だ

けの ものか を鋭い 目で見てお り，そのこ と

について 自分な りの経験 を実際に していな

いで得心のいく話をしよ うと思 っても，失

敗に終わるだけです。

これに関 してふたつの例 を挙げてみ ます。

私はニュー ジャージー州 で教会に入 りまし

たが，少 しして家族 そろってバーモン トヘ

移 りました。そこの教会員の中には， いわ

ゆる学校教育をそれほど受けていない人た

ちがいました。彼 らは神の王国の実直で，

力強 く，誠実な働 き手であり， 自分 を飾る

ことを知 らない人で した。 このような人の

ひ とりが， ある地 方部大会で話の責任 を受

けました。バーモン トに生 まれ育った彼は，

年 は60を 過 ぎてお り，だれが見て も話が上

手 な人 とは思えませ んで した。それでも，

私は彼の言葉 を忘れるこ とができません。

彼は，自分には主の大切な戒めである 「隣

り人を愛 しなさい」 とい う教えが どうして

も守れませんでした， と話 を始め ました。

彼の会社の社長 は彼に対 して実に厳 しい扱

い方 をしていました。会社内のいや な仕事

をすべて彼に押 しつけて喜び，昇進 させる

ことなど全 く考 えていないといった感 じで

した。彼は必死 の思いで主にすが り， この

耐 えがたい状態が何 とか改善されるよう助

けを求めて祈 りました。そして祈 り続けて

いるうちに，社長に対す る嫌悪感が和 らぎ，

社長のよい ところが見えて きたそ うです。

こうして数週間祈 り続けた後，その兄弟

は壇上 に立ち，説教台をしっか りと握 り締

め，涙ながらにこう証 したのです。 「兄弟姉

妹の皆さん，私はや っとその人を愛するこ

とができるようにな りました」 と。 それ以

来，社長 との関係は改善 され，会社の内外

において彼の生活はよい方向に向か ってい

きました。心の込もった，正直で，率 直で，

力強 い言葉で した。

3.バ ーモン ト州のある改宗者のことで

同 じような経験 をしました。その人は改宗

して間 もない人で，時代 ものの自動車の修

復を趣味 としていました。

話の中で，彼は 自分の趣味 と，各人に与

えられた不活発な教会員を活発 にす る責任

との類似点 を引き合 いに出しました。その

ふたつに通 じるものは，誠実さでした。す

なわち，時代 ものの自動車に傾ける彼の愛

であ り， またそれよ りも深い，福音 を共に

する兄弟たちへの愛 と関心だったのです。

誠実さに加 えて， このふた りの兄弟は，

ほかに3つ の大切 な原則に従っていました

が，それによって話の効果が さらに高め ら

れました。 まず，ふた りとも，決 して言葉

巧 みな話 し手ではあ りませんでしたが，わ

び言や言い訳で話 を始めるようなことをし

なか った とい うことです。 自分の話 の内容

につ いて責任を持ち， しか も， 自信 を持っ

て話 していました。話の冒頭に言い訳やわ
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び 言を入れるのは， 自分 は何の準備 もして

いないし，気が重い と言っているようなも

のです。そのようなこ とをしていて，聞 き

手の信頼や共感を得 られ るはずが ありませ

ん。それ どころか退屈 な芝居の舞台作 りを

しているような ものです。話すこ とについ

て決 して弁解 をしてはな りません。

第2は ，ふ たつの話 とも短 く， ひとつの

テーマか らずれることがなか った どい うこ

とです。話者がよ く準備 してきた話 を.ひ

とつのテーマに添って 自信 を持 っては っき

りと語 り， 自分の言わん とすることを伝 え
そうかい

て着席す る。これは何 と爽快 なこ とで しょ

う。ひ とつのテーマに添 った簡潔 な話はい

つ まで も人の心に残 ります。

第3は ，ふたりとも全員によ く聞 こえる

よ うに話 して くれたという点 です。話が全

然聞こえない，話者の言わんとす ることが

理解で きない といった状態のままで，忍耐

を余儀 な くされ るとしたら，聴衆 にとって

これほ ど辛いことはないで しょう。前にマ

イ タがあっても， それにきちん と向かって

話 さなか った り，低い声で話 した り，顔 を

あちこち動か した りしていては，マイ クは

何 の役 にも立 ちません。 また普通 の声の調

子 で始めて も，次第に小声になった り，早

口になって しまった りとい うことが よくあ

ります。話が聞 き取れなければ， い くら話

の準備 をして も，みなむだになって しまう

こ とを忘れないで下 さい。 ここに挙げた話

し方の秘訣 をちょっと心に留め るだけで，

話 の受 け止め られ方がずいぶん違 って くる

ものです。

4.素 晴 らしい話 をもうひとつ紹介しま

し ょう。 これはオレゴンの私 たちのワー ド

部 を担当していた高等評議員の話です。こ

れには， これまで述べ てきた原則である誠

実 さ，適切なテーマ，1確信，準備，はっき

りとした口調，時間 を守 ることのほかに月

並 な話 を精彩に富んだ ものに して くれるも

うひ とつの要素がプラスされてい ました。

それは熱 意です。

この兄弟は，あふれるほ どの熱意 をもっ

て，ひ とつの忘れ難い経験 を話 しました。

そ して，その気持 ちが聴 き手の方にもよく

伝 わっていたのです。彼の話 は，近 くの流

れの急な川のほとりに，子供 とピクニック

に行 ったふた りの父親の態度について述べ

た ものでした。r方 の父親は，小さな子供

が 川に近づこうとす ると大声を張 り上げま

25



した。そして子供 のお尻をピシャ リとたた

いて，安全な所に引っ張って来 ました。 も

う一方の父親は子供の様子 を見守 り，それ

か らおもむ ろに子供のそばへ行 き，その急

流が どんなに危険であるか を実際に示 して

みせ ました。川に棒 を投 げ入れて，それが

あっという間に流れ去 る様 を見せ たのです。

好奇心が十分に満たされた子供は，満足 し

た様子で，父親 の手に引かれて危な くない

所へ行きました。

この高等評議貝は，このふたりの子供の

内どちらが，賢明な親か らいつ までも心 に

残る教訓を学んだと思 うか， と問いかけて

いました。

私たちはこの話からひ とつの教訓を得 ま

したが， さらに，彼の話 し方か らも大切 な

ことをひとつ学びま した。

人が自信 を持 って壇上に進み， 熱意 と確

信 と情熱をもって語 る話には，安心 して耳

を傾け るこ とがで きます。

話 し上手 と言われる人の多くが守ってい

るひ とつの大切 な原則があ ります。その原

則 とは例話 を用いて説得力のある話 をす る

ことです。良い話 というのは，個人の経験

に基づ くものである場合 もあ り， あるいは

人か ら聞いた話で特定の聴衆に特 に強 く訴

えかける内容 を持 ったものの場合 もあ りま

す。

話者が 「こんな話があります……」 と言

うや，聴 き手は耳 をそばだてるものです。

それが個人的な事柄であった り，身近な間

題 にかかわることであった りす ると，聴衆

の理解 しようという気持 ちは驚 くほど強 く

な ります。イエスが人々の よく知 っている

事柄や卑近な例 を挙げて話 をされたのは，

このような理由によるのです。

5.も うひ とつ の大切な要素はユーモア

です。これはもちろん適切 な使い方 をしな

ければな りません。適切なユーモアを取 り

入れた話に聞き手が耳 をそばだてるという

光景 をこれまで何度 も目に して きました。

注意 を引きつけ，要点を強調す ること，聴

き手の関心を呼び起こ して話の中に引 き込

むこと， これ以上大切 なことはあ りません。

人生には難 しいことがた くさんあ ります。時

折立ち止まってほほえむようなことが全 くな

ければ，私たちは人生の荷の重 さに圧倒 さ

れてしまうでしょう。ただし，注意 しなけれ

ばならないことがひとつあ ります。それは

適切なユーモア を使 うということです。そ
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の場か らみたまを取 り去 ってしまうような

こ とは どの ようなことであって も避けなけ

れ ばな りません。

6.私 たちが教会で話の責任 を受け， そ

れを上手に しか も効果的に行 なお うとする

時に心掛け るべ き責任について考 える時，

ひ とつのことが頭に浮かびます。「霊的な備

え」 とい うことですが，これが応々にして

軽視 されが ちです。これは，私たちが どの

ような類の話をす る時に も言えることです。

しかし，証 を述べた り，証の準備 をしたり

す る時にこの霊的な備 えが軽視 される と，

間題が出てきます。なぜ なら，私たちが語

る 「話」の 中で最 も大切 な ものは， 証 と

い う形 をとって表われるか らです。そ して

み たまは， この ような霊的な備 えができて

いる時にのみ，聴 き手の心 に証を伝えて く

れ るか らです。この証 こそ私たち一人一人

が 日々養い統けなければならない証，私た

ちが携 わっているみ業が神の聖なる業 であ

る とい う確信 をもたらす証 です。

私たちは月の初めの断食証会には， 断食
め い み う

や祈 り，瞑 想 を行 ない，主に仕 え る とい

う聖なる誓約 と義務に対 して決意 を新 たに

しなければな りません。断食 日はどの安、急

日よりも霊 的 な 日とす る必要が あ るでし

ょう。その ため には，断食 を して霊 的感

受性 を高め ることに，よって， この世的な欲

望 を克服した状態で証会 に出掛けることで

す 。これは とりもなお さず，証会で口にす

ることはみたまと一致 していること，そ し

て証会の 目的 と主 旨に合わない話や出来事

をだ らだらと述べ るべ きではないというこ

とです。

カ リフォルニアのヤングアダル トとイン

ス ティテユー トの大会 で行 なわれた，あ

る証会でのことでした。ひ とりの 目の不 自

由な少女が，400名ほ どの人たちの前に進み

出て，感動的な証 を述べ ました。その少女

は，教会に入る前に宣教師か らレッスンを

受けている頃か ら，次第に視力が衰 えてき

た というこ とです。両親は宣教師 と会 うこ

とも，教会 に行 くことも断固反対で，なん

とか宣教師 とのレッスンをやめさせ ようと

しました。その時彼女は， 自分にとって心

の 目を持つ ことの方が大切 だと言い切 った

そ うです。そして最後 に証 を述べて話 を結「

び ました。 その証はその場 にいた多くの人

人の心に忘れ ることのできない感動 を残し

たのです。

私たちは雄弁家になる必要はあ りません。

ただこれ らの基本的なことをよく練習し，

主の助け を求めるだけで上手に話すことが

でき， 自分 の思いを効果的に人々に伝 える

ことができるようになるで しょう。アルマ

はこう述べ てい ます。「今お前 は この こ と

を聞いて，私の信 じているのを愚であると

思 うか も知れぬ。 しか し見 よ，お前に言 う

が，小さ くてや さしい事か ら大 きな事がで

て くる。また小 さな手段で賢い人をうち破

るこ とがたびたびある。」(ア ルマ37：6)
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ジョ
一

ゴー ドン ・オー ル レ ッ ド

「ジ ョニ ー の 顔 か らは 血 の 気 が 失 せ ，

死 ん だ よ う に ぐっ た り と し て い ま し

た 。 こ の ま ま で は 死 ん で し ま う。」

そ れは1977年2月 の どんよ1)と した日の
こ とで した。夕方の4時 頃，大学内の

私室で，夜の授業の準備 をしている私 に，

電話がかかってきました。

「あ
，お父 さん，お母さん今 ジョンを病

院へ連れて行って るの。お父 さんにそのこ

と電話 しといてって言われて。」 娘 の キャ

サ リンか らでした。

「病院って，一体 どうしたの。」

キャサ リンの声には何かおずおず としたと

ころが ありました。

「実 は……車で家に来 る途 中， ジョンが

ボンネ ットの上に乗せ てって言ったの。そ

れで私……」

「どうして，そんなこと。父さん今まで

口が酸っぱ くなるほど言ってきたはずだよ

●D」

「で もほんのち ょっとの間だけだったの

よ。それに スピー ドだってほんの少ししか

出 してなか ったし。けがをしたのだって，

車が止 まった後なのよ。私だってほん とは

乗せた くないって言ったの……」

「こんなことを言っててもしょうがない。

それで一体 どうなったの?け がは どんな具

合?」

「そんなにはひどくないわ，私の感 じで

は。ボンネッ トの上か ら降 りようとした時，

仰向けに倒れて，』頭を打ったの・」

私 の体 を冷たいものが走1)ま した。「それ

で，ジ ョンの様子は， ひどいけがなの?痛

みは どつ?」

「それは大丈夫 なんだけ ど
，ちょっと様

子がおか しいの。前のことを思い出す こと

が できな くて。それ と左手の指 を曲げて，

何か を引っか くようなか っこうをするの。」

私はそれからす ぐ病 院にいる妻のシャロ

ンに電話 をしまじた。ミ「痛みはそれほどでも

ないの，記憶 もすっか り戻 ったし。ただ病

院の方では もうちょっと様子を診たいって

言 うの。多分レン トゲンを撮って，頭の骨

にひびがないかどうか を調べるようになる

と思 うわ。」

「そう」 と返事 をし，私はほっとひ と息

つ きました。「夜の授業の準備 をしておかな
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いといけないんだが， もし容態が悪化する

ようなことがあった らここへ電話 をして。

す ぐに行 くか ら。」

そぽ降る雨が闇の中にしみ入るような冬

の夜でした。私が3時 間授業の教壇に立 っ

て教えている時，構内の管理人 として働い

ていた息子の トニーが， ドアの所に姿 を現

わしました。そしてその後ろには大学の視

聴覚器材部の部長を務 める，私たちの良き

友であ1)， 隣人で もあ るエバン ・メモ ッ ト

が立っていました。ふた りの表情は重 く沈

んでいました。エバンのあの悲愴な顔つ き

は忘れるこ とが できませ ん。今に も泣 き出

しそうな彼を見て，私は息子が死んだのだ

と。思いました。

その後の数分間のことはあまりはっき り

と覚 えてはいません。私は廊下 に立ち尽 く

し，ふた りの目を見詰めていました。込み

上げて くる自分の苦悶の声が， まるで他人

の声の ように耳に響 きました。「どうしたん

だ」「どうなったんだ」その答えを聞いて私

の頭の中は，ほっとする思 いと不安 とでごち

ゃまぜにな りま した。 ジ ョニー は死 ん で

はいませんで した。 しか し容態はひどく悪

化 し，けいれん炉起 きていたのです。

私たちが病院に着 いた時，ジ ョニーはベ

ッ ドの端に座 り，その周 りを妻 と，我が家

のかか1)つ けの小児科医 グラン ト・ウェイ

と，それに2，3人 の看護婦が囲むように し

ていました。ジョニ.一は血の気のない，青 白

い顔 で髪 を鳥の巣の ように乱 し， ひどく衰

弱 した様子で， さわれば倒れて しまいそう

な感 じで した。周 りの人々は彼のあごの下

に皿のような容器を当てがっていましたが，

その中にたまっている血を見た時，私は針
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で刺されたような痛みを胃に覚えました。

「ジ ョニー，大丈夫か」.と私は小声で話

しかけ，壊れ物にで もさわるようにその肩

に手をかけました。

ジョニーは口元に笑みを浮かべ ました。

それか ら，つば を吐 きだそうとするのです

が，それを受け る容器の中には思 うように

入らず，周1)の だれかが紙でその唇を拭い

ていました。「あま りいい気分 じゃない」

「横になった方が楽みたい」13歳 に しては

何 とけなげな子供だろうと私は思いました。

「よし。」私は体 を横にす るの を助 けて

や り，濯油の儀式 を受ける気が あるか どう

か を尋ねました。

ジョニー は目を閉 じ，苦 しそ うな息をし

なが ら 「うん……で も，頭 をあんま り強 く

押 さえないでよ」 と答えました。エバンの

方 を見や ると，彼の顔にも私 と同 じように

笑みが浮かんでいました。そ して私 たちは

あま り強 く頭 を押さないようにしなが ら儀

式を施 しました。

その後，廊下で医師のウェイ と話 した時 ・

に知 らされたのですが，ジョンは後頭部 を

打 って頭 の骨にひびが 入 り，恐 らくは内

出血 を起 こして，血腫 が できたこ とも考

え られ るというの です。 ウェイはベ ッ ド

の ジョニrの 方1こ目，を移 しなが ら 「今の

ところは まず まず とい うところだね」 と

言いま した。私は心 もとないうなず き方 を

しながら，何 とか良い方向に向かって くれ

るようにと心の中で祈 っていました。

それか ら48時 間，病院側の手厚い看護 と

共に1私 たち夫婦 も昼夜交替で付添いまし

た。回復は順調で，退院の 日取 りも決 まり

ました。 ところがその退 院の当 日の朝6時

雪
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「ひ どい苦 しみ ようを見て，私 は動

転 していま した。 ジ ョニー は頭 を抱

え， うめ き声 をあげ ました。」

頃のことです。ジョニーは激 しい痛み を訴

え， 「頭が ものすご く痛 い。たまらないよ。

ナイフで頭 を切 られてるみたいだ」 とうめ

き始めたのです。

初めの内は看護婦が30分 ごとに様子 を見

に来て， 目に光 を当てて瞳孔の検査 をして

い ましたが，その時は1時 間に1度 になっ

ていました。 しかし，.とて も検査の時間ま

で待 っていることなどできません。ひ どい

苦 しみよ うを見て，私は動転 していました。

私が病室 を出ようとした時， ジョニーは頭

を抱 え， うめ き声をあげながら，身 をよ じ

っていました。刺激性の低い鎮痛剤 を与 え

るという返事 をもらうと私はす ぐさま病室

に戻 りました。す ぐ看護婦 も来 るというこ

とでした。

しか し，そのす ぐも随分長い時間に感 じ

られました。 ジョニーは，私が姿 を見せ て

も何 の反応も示 さな くなっていました。「ジ

ョニー。 しっか りす るんだ。」私は血相 を

変えて，おおいかぶさるようにジョニーの

顔 をのぞき込み，その肩 をつかんでいまし

た。「父さんの声が聞こえるか。ジョニー。」

しか しどんよ})と した 目は焦点 を失い， 口

元 には小 さなあわが浮いていました。顔か

らは再び血の気が失せ，死んだように、ぐっ

た セ)としていました。このままでは死んで

しまう。それは とても信 じられないことで

したが，否定のしようもないことでした。

私 は ドアを蹴破 るようにして部屋を出て，

大声 で叫びました。「医者 を呼んでくれ，早

く。」「意識が失 くなっている，死んでしま

いそ うだ。」飛ぶようにして若い看護婦が来

て，脈や 瞳孔の状態を調べた1)， ほかにも

何か私には見当 も付かないことをしていま

したが，そこを離れると，驚 くような大声

を挙 げて人を呼びました。彼女 とても， そ

んなことは看護婦 としてあるまじき行ない

であると教 えられていたのは確かでしょう

が， 周 りのことなど一切忘れて，感情が先

走1)を して しまうことは よくあ ります。

それか ら先，何が どうなるのか私には皆

目見当がつきませんで したが，す ぐさま医

師のウェイに呼び出 しがかけ られ，私 も妻

の シャロンに電話 を入れ ました。 シャロン

は，少しも動 じることのない落ち着いた態

度で私の話を聞 くと，「そこには癒 しの儀式

の助 けをして くれ そ うな 人は いないの」

と言って きました。

私は 「何 とか探 してみ よう」 と返事 をし，

家の者や友人にそのこ とを知 らせ，皆で祈

って くれ るように頼んで欲 しいと妻に言い
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ました。

医者がそんなに速 く来 るとは思 いもより

ませんでしたが，'2，3分 の内に，神権者

でもある若いインター ン，エ ド・パーカー

が来て くれました。その上，私 たちが癒 し

の儀式をしようとい う時には， いつの間に

かウェイも姿 を現わ していました。私はそ

の時の祝福の言葉でどのようなことを言っ

たかは覚えていませ ん。ただ， もし天父が

御 自分の霊の子であるジョニーの命を助 け

て下さ 『)さえす るなら， 自分はどのような

ことでもすると強い約束をしたことだけは

覚 えてい ます。私が欠点を持つ人間である

ことは確かですが， その時以来，よ り良い

人間 となるべ く努めて きました。儀式が済

んで間もな く， ジョニーの 目には光が戻1)，

昏睡状態を脱 しました。わずかなが ら口を

利けるようにな1)， 大急 ぎで駆けつけて く

れていた神経外科の 」 ・H・ ハウザー医師

の質問に もすべて受け答 えがで きました。

そのす ぐ後でハウザー医師が説明 して く

れた ところによる と，大 きな血腫が脳を圧

迫 し，それが さらに肥大化 しているらしく，

「選択すべ く処置法 としてはふたつ
。ひと

つは薬で血腫 を除 く方法なのですが， その

効果そのもの と速効性についてはっき1)し

たことが言えないのです。もうひとつは，

頭蓋骨を切開 して，血腫 を直接除去す る方

法です」 というのです。

私はそれに答えて，「ジョニーをあなた御

自身のお子 さんとお考えにな られて，思 う

通 りになさって下 さい」 と言いました。そ

れか らす ぐ，ジョニーは2時 間は続 くだろ

うという手術を受けるために，手術室へ運

ばれ ました。
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医 師たちは 「最善 を尽くします」 と言った

だけで，ほかには何の保証もしませんでした。

その頃 までには随分大勢の人々が駆けつ

けて きて くれていました。妻のシャロン，

父(だ れから言われるでもな く父が捧げて

くれた祈 りほ ど，簡潔で心の込 もった祈 り

を私は知 りませ ん〉，そ して何人 もの医師，

兄弟，それに まことの良 きサマ リヤ人 と呼

ぶにふ さわしい隣家のメモ ット家の人々。

私たちは大 きな待合室で，小声で話 しなが

ら待 っていました。ジ ョニーの無二 の友人

であるメモッ ト家のマ イクは，涙で 目をし

ばたたかせていました。彼は3日 前ジ ョニ

ーが路上 で車か ら落ち
，一時的に意識 を失

い，頭か らかな りの出血 をした時に，その

名 を叫びなが ら，ジ ョニー を我が家まで運

んできて くれたのです。

手術が行なわれている間に，私は， ドイ

ツのハンブルグに行 く日を前にしてプロボ

の言語訓練伝道部で準備 をしていた長男の

マー クに電話 をしました。 またオ グデ ン神

殿に連絡 して，祈 りの名簿にジョニーの名

を入れて くれ るよ うに依頼 したところ，す

でにほかのだれかが ソル トレー ク神殿に名

前 を送 っているということを知 らされま し

た。プロボの言語訓練伝道部の受付係か ら

「ピネガー部長が息子 さんのお名前 を神殿

の名簿の中に加 えるように手配され ました。

よろ しいでしょうか」 とい う電話があった

のはそのす ぐ後のことで した。 もちろん，

私たちはその厚意 を喜んで受けました。

何 と素晴 らしい心 の触れ合いではないで

しょうか。霊的な思 い，一体感，ひ とつの

家族の ような気持ち。 しか も単 なる血のつ

なが1)だ けではなく，私たちが言葉 を交わ し



たことのあるほ とんどすべての人と，そのよ

うな気持 ちを分かち合ったのです。そこに

は娘 たちの友 人 もい ま した。そ して病院

を行 き来する多 くの顔見知 りの人が，立 ち

止まっては愛と慰めの言葉 を私たちにかけ

て くれたのです。まるで人 という人が皆，

我が家の小 さな息子のことを個人的に知 っ

ていて，心から愛 して くれているかの よう

で した。

しか し， これ らの愛，慰め，信仰，温か

な励 ましに もかかわらず，なお私の心の中

か らは，あの消毒 剤の臭いが病院中の どこ

にでも浸透 してい くと同 じように， もしか

してとい う不安な気持ちが胸の中に次第に

広がっていきました。友人であるひ とりの

医師 とエレベー ターの所で顔を合わせた時

のことです。私が息子の病状 を話す と，「そ

れは大変ですね。実は先週，ジ ョーンズさ

んの息子 さんが まった く同 じ事故 に遭った

のです。彼の場合 は手術 をしたのですが，

結局だめでした。」

先の電話の，「ジョニーは本当に気立ての

いい子だか ら，早い うちに天に取 り上げら

れ るん じゃないか っていつ も思 っていたん

だ」 とい うマークの言葉にもそうで したが，

この医者の話にも私の心は重 く沈みました。

私は手術室の前を行った り来た りしていま

したが，「手術中 一関係者以外立入禁止」 と

固く閉 ざされた ドアに目をや りなが ら，そ

の亡 くなったという子のこ とを考 えました。

その子の父親には前に会ったことがあ りまし

た。また私も一時は自分の息子が死んでしまっ

たもの と思 い込み もしましたし，その家族

の悲 しみ をある程度察することがで きまし

た。それに私は， 自分の息子の命の灯が消

え入りそうになった場面 も直接 この目で見

てい摩のですか ら。これか ら先 どうなるか

はまった く分か りませ んで した。保証 と言

えるのは 「最善 を尽 くします」 という医師

の言葉 だけでした。

片腕 でタイル張1)の 壁に もたれかかるよ

うにしなが ら，私は顔 を伏せ，神に尋ねま

した。「天父よ，ジョーンズ家の子 は どうし

て死ななければな らなかったので しょうか。

なぜ人は悲 しみや苦 しみを味わわなければ

な らないので しょうか。」もちろん私 もその

ような問いかけに対 して主が答えを与えら

れるようなことは まずないとい うことは承

知 していました。私は 自問 しました。「息子

の命 を助けて下 さるなら， どうこうすると

い うような私の祈1)は 果たして正 しいもの

だろうか」と。ジョニー の命 を助けさえして

くれるなら，生涯 を主、に捧げるとい う，自分

のジ ョニーへの祝福の言葉 を思い浮かべな

が ら，主に条件 を出す ようなこ とをした自

分 は一体何者なのか とい うことを考えまし

た。状況のいかん を問わず，常によ1)良 い

生活をすべ く努力するのが，私の努めだっ

たはずなのです。

廊下には私のほかにはだれ もいませんで

した。私は目を閉 じなが ら，祈 りの言葉を

続けました。「天父よ，あなたに条件を出 し

て駆け引 きをするような権利は私にはあ り

ません。すべてみ こころのままに行なわれ

ますように。」そしてひと時 口をつ ぐみ，せ

めてひとかけらの知恵でもと，心の中で，も

が き苦 しんだ時に出て来たのが，「もしこれ

か らも続けてジョニーを育てることが許さ

れ るなら， それが私たちに とって素晴らし

い励ましとなるのは確かなことです」 とい
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「私 は
，駐車場 か ら青 い光がほのかに射

し込むだけの暗 い部屋の 中で， じっ と

ジョニーの顔 を見詰め続けていました。」

う言葉でした。

手術は成功 でした。妻の肩に腕 を回 しな

が ら，病院から陽の当たる駐車場へ と出て

行ったあの冬の日の朝のことは今でもよく

覚 えています。私たちは互いの喜びをかみ

しめながら，胸 一杯 に、怠を吸い込み，神へ

の感謝を捧げました。

その日の夜，集中医療のための機器に取

り囲まれるように したジョニーは，頭 を包

帯で グル グル巻 きにされ，点滴を受けてい

ました。時々うめ き声を出 し，その度 に私

は冷や汗の出る思いをさせ られました。それ

で，も，翌 日の午後には大分良 くな1)・ 小児

科病棟に移 るまでにな 『)ました。

夜は私が病院に泊 まり込み を続 けました

が， 日中は妻が代 わって くれ，大学 も近い

所にあったので授業は続けることがで きま

した。ジョニーの容態は急速に良 くな り，

その回復ぶ りには医師 を初め，すべての人が

目を丸 くしました。それで も周期 的に具合

いが悪 くなることもあ1)ま した。私が ジョ

ニーの個室で毛布 に くるまって寝ていた時

の ことで した。大きな声に 目を覚 ます と，

自分はどこにいるかまった く分か らない と

いう様子でジョニーが浴室に立 っているの

です。

「どうしたんだ，ジ ョニー?」 私は声 をか

.けま した。

「分かんない，分かんないよ」 と悲 しそ

うに言うジ ョニー を，私はベ ッドに連れ戻

して寝かせ ました。

「痛むのか
，看護婦 さんに来てもらお う

か」 と聞 くと，ため息をつ き，よその方 を

見 るように しなが ら，「いや，大丈夫，頭が

痛 いだけ。頭の穴とこの坊主頭のこと考え

ていたんだ。ち ょっとの間，父 さんがどこ

にいるか分か らな くて， どうしていいか分

かんな くなっただけなんだ。」

私はほっとひ と息をつ き，息子の額にそ

っと手 を置いて言いました。「そのことは父

さんも分かっているか ら大丈夫 。分かった

ね，本当に。心配する ことは何 もないんだ。

良 くなった ら家に帰 ろう。髪の毛だってす

ぐに伸びて くるさ。」

す ると今度はその青 白い顔を私に向け，

大 きな 目を輝かせなが ら 「父さんみたい じ

ゃいやだよ」 と笑いかけてきました。私の

頭は数年前か らすっか1)は げあが ってい ま

した。

私 も笑いなが ら言いました。「大丈夫さ。

父 さんの髪は復活の時 まで待たない といけ

ないけどね。でもその時，父さんがどんなへ
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アス タイルにするか分か るかい」

「どうす るの」

「ふさふさ伸ばした髪 をカールして， も

じゃもじゃにす るんだよ。」

「それはす ごいや。」ジョニーは声 をたて

て笑いましたが， それグ頭に響いたようで

した。

ジョニーの一件 を通 して，前にも増 して

親しくなった友人，親戚，また中にはまったく

見ず知 らず とい う人もいたのですが，息子

のことを心か ら心配 し，.愛を示 して くれた

実に大勢の人々のことを考えながら，私は，

駐車場か ら青い光がほのかに射 し込むだけ

の暗い部屋の中で， じっ とジョニーの顔 を

見詰め続けていました。

「ず うっと昔
，ジ ョニーがまだほんの子

供だ った頃のことだが，覚えてるかな。」私

は昔のこ とを思い起 こして言いました。「ま

だ1歳 とちょっとの頃のことだか ら，覚 え

てな くても当た り前だけど，ロビーが24番

街の古い病院で生まれた後のある夜のこ と

だった。 とにか く家 には父さんとジ ョニー

しか いなか ったんだ。あれは確か真夜中だ

ったな。ジョニーがちゃんと毛布 をかけて

寝ているか どうか を見 ようと子供部屋 をの

ぞいたんだ。そうしたら，廊下か ら射 し込

む光の中に，ちょうど今み たいに，大 きな

目で父さんの方 を見て笑ってるジョニーの

顔が見えてね，父 さん，そこにあった古び

た椅子に腰 をかけた。そ してジ ョニーの顔

をじっと見詰め たんだ。ジョニー も父さん

の顔 を同 じようにして見詰めていた。ただ

それだけのことだったけ ど，15分 ぐらいそ

んな風に していたんだ。覚 えてるかな。」そ

して私は吉葉を続けました。「父さん，それ ま

であんなに素晴 らしい気持 ちになったこと

は一度 もなかった。」

ジョニーはまゆをひそめなが ら考 え込む

様子で した。 しか し，それは決 して険 しい

顔つ きではな く，む しろ温かみを感 じさせ

る ものでした。「よくは覚 えてないけど……

今感 じているような気持ち じゃないかなと思

うよ」 とジョニーはゆっ くりとした口調で

答えました。

私 はジ ョニーの手首 に触れ てみま した。

そ こには しっか りとした調 子の脈動 があ

り， 私は命 とい うもの を感 じました。私

は強 くしっか りとしたその脈の響 きに，ジ

ョニーは もう大丈夫， 自分 で決めた外科医

への道 を歩み， また，地上 での 自分 自身の

特別 な召 しを立派に果た してい くだろうと

い う気が しました。 とい うのは， ジョニー

には何か特別な ところがあ り，時 として神

の恵みの中で どんどん前へ前へ と進んで行

くような感 じがあったか らです。

その時， ひとつの言葉が私の口をついて

出ました。「いとし子 ジョニー」

ジ ョニーは私 の言ったことが よく分か ら

なか った らし く，私の顔 をま じまじと見詰

めなが ら聞いて きました。

「今何て言 ったの， 父さん。」

「いや，何で もない。それより， もう休

もう。少 しでも眠っておかない と。」それは

ジョニーがまだ幼 なかったあの夜以来，何

か特別なこ とがあった時のために と，心の

奥深 く秘めていた呼び名だったのです。

一 一 一一 一 一一→ ◆ ← 一一 一 一一一 一 一
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可能性を信 じる
二 一 ル ・A・マ ックス ウェル

塞嚢轟i憲懸騒嚢懸灘
嚢 「

暇n

疑r，艦

「羅選

鷺「
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あ る古代 ギリシャの指導者は市民に文寸し
て，市民自身のみならず その市民の属

する都市国家の文化 も繁栄の道 を歩んでい

るのだ とい う気持 ちを抱かせ るのにたけて

いました。それは，現時点での 自分 自身や

国家の姿 を見 るだけでな く， 自分たちはど

の ような将 来性， 可能性 を持 っているの

だろうか という観点か ら自分 自身や国家 を

眺め るように仕 向けたか らです。教会 の若

人の皆 さん，皆 さんの中には自分が 「不適

格者」であるとか， 「自信がない」 と感 じ

ている人がいるか もしれ ません。 しかし，

「可能性 を信 じる」 というこの メッセー ジ

ほど今 日の若人にとって適切な ものはあ り

ません。

予言者エノクが召された時，エノクは 自

分がなぜ召されたのか不思議に思ってこ う

言いました。 「われは年行かぬ者に過ぎず.
に く

すべての人々われ を悪む。われは口重き者

なればなり。」(モ ーセ6：31)し か しエ ノ

クは神か ら召 しを受け る時，問われ るのは

能力ではな くて，可能性であることをよ く

知 っていま した。そこでエ ノタは戒めを守

『)， 自分があらゆる時代を通 じて最高の町

を築 く人 となる とい う，主がお与え下 さっ

たビジョンに身を委ねたのです。有史以来，

すべての人々が義 人とな『)，再び悪に戻 ら
ま ち

なかったのは， ただ一度， このエ ノクの市

においてだけで した。 しか もそのすべ ての

始 まりとなったのが， 自分 自身についてす

らよく理解 していなか ったひ とりの若者だ

ったのです。
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私たちは，今 自分のいる地点から，内に秘め

た可能性が現実のものとなるまてに引き上 げ

て下さる神を信頼 しなければならない。

浸懇

瑠.鞭

辮
[.砺

遥

もし皆 さんが今 自分のいる地点から，内

に秘めた可能性が現実の もの となるまでに

引 き上げて下さる神 を信頼す るな らば， 身

分や地位のためではなく，神 と人間のため

に仕 える とい う皆さんの可能性は無限で，

測 り知れないもの となるに違 いあ りません。

次に述べ る3つ の話はその可能性につ い

て説明した ものです。

それほ ど昔のことではないのですが，ニ

ュージーラン ドのマオ リ族の村にひ とりの

男の子が生 まれました。祝福は祖父か ら受

けたのですが， その祝福 の中で，この子は

いつか教育界で民の間に立つ指導者 になる

と告 げられました。村の中にはその祝福 を

聞いて笑 う者 もいました。全 く現実 とは程

遠 い言葉だったからです。この少年バー二

一 ・ウィホンガイは後に博士号 を取 り
，現

在ニュー ジーラン ドの チャーチ ・カレッジ

の学長 をしています。彼がこのチャーチ ・

カレ ッジの学長になったのは35歳 の時で，

その後次第にニュー ジー ラン ドのほかの教

育者にも大きな影響 を及ぽす ようにな りま

した。赤ん坊の時は，受けた祝福 を物笑い

の種にされたウィホンガイ兄弟でしたが，

今 日では，彼の話 を聞き，鼓舞されている

人は数 え切れない位 多 くいるのです。霊感

に よって もた らされる祝福は， 自分の可能

性 を知 る上で大 きな助け とな ります。 もち

ろん，実行 と忍耐が次に来なければならな

いこ とは言うまでもありませ ん。

朝鮮戦争の時，、リー ・ホー ・ナムという

ひ とりの青年が，軍法会議 に参与す るアメ
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、

リカ軍人の一団を支援する任に徴用され ま

した。その時，普通の人隼 コー スか ら外さ

れたその出来事 は，悲劇のように思えまし

た。 しか しリー兄弟は古代エジプ トのヨセ

フと同 じように最善 を尽くしてそのチャレン

ジに応えました。第二外国語である英語 を

熱心に勉強 し，アメ リカの兵隊たちが行な

っていることを注意深 く観察 しました。特

にひ とりの末 日聖徒の将校 は，ほかの兵隊

とどこか違っていました。 リー兄弟は次第

にその将校 を尊敬す るようにな りました。

ふた りは しばしばいろいろな問題について

話 し合いました。ある日，その将校が リー

兄弟に人生の 目的 とは何か と尋ねてきまし

た。 リー兄弟は何 と答えて よいか分か らず

に，ただ世の哲学者 たちが何世紀 もの間取

り組んで きたが いまだに解決を見ていない

問題であるとだけ言いました。将校 は1枚

の紙を取 り出す と，それに救いの計画の概

略を書き出しました。その時，主はみた ま

の力によってこのアメ リカ人の言 ったこと

が真実であるという証 をリー兄弟の心の中

に告げたのでした。 リー兄弟は福音 を勉強

し， そして教会に入 りました。その時の紙

は記念すべ き宝 として長 い間大切 に保存 し

ています。

程な くして朝鮮戦争は終わ りましたが，

リー兄弟の教会生活はそこか らがス ター ト

で した。やがて30歳 半ばにして， リー兄弟

はアジア大陸における教会の最初のステー

キ部長にな りました。彼は今，韓国の釜山

の伝道部長 として傑出した働 きをしてお り，

韓国における卓越した指導者 となっていま

す。 リー伝道部長は宣教師や会員たちに，

今ある姿 ではなく， こうなるであろう姿 を

希望 を持 って見 るように教えています。一

見 して悲劇 と思われ ることの中に大いなる
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機 会が隠されていることが あるのです。

エ ノクのように，皆 さんは主 を信頼す る

必要が あります。皆さんが正 しければ，神

の目的は達成 され るでしょう。エジプ トの

ヨセフは自分が受ける虐待 に対して，苦々し

い思いを抱いて も当然の ような ことが何度

かあったのですが，それで も正義 を守 り通

しました。 自分が苦難か ら立ち上が るだけ

でな く，他人をも引 き上げ，何百万 という

飢えた人々 を救ったのでした。 ヨセ フの兄

弟たちが自分に悪 をなそうとした時 も，主

は， ヨセフの少年時代 の夢 をはるかに越え

る恵み を与えられるためにその悪計 を利用

されたのです。(創 世50：20参 照)

数 年前， イタ リアで末 日聖徒の宣教師が

何 人かの若者たちか ら敵意 をあらわにされ

たことが ありました。そ うした事件 に2度

関係 したのがフェリーチェ ・ロチー トとい

う名前の若者でした。彼はひとりの勇敢 な

宣教師か ら，末 日聖徒の教会に来て， 自分

の 目で確かめたらどうか と言われました。

フェ リーチェは勇 を奮 ってそれに応 じるこ

とに しました。フェ リーチェは教会に来て

人々の話 を聞き1福 音 を勉 強しました。そ

して福音 を信 じ，つ いにバ プテスマ を受け

たのでした。後 に彼は宣教師 となって英国

に渡 り，そこでさらに信仰 を磨 き，英語 を

話す力も前にも増して伸ば しました。フェ

リーチェは名誉 ある伝道 を終え，帰国す る

とひ とりの美 しいイタ リア人女性 とスイス

神殿で結婚 しました。そ して現在，1，000人

近 い学生が参加 している， イタリアのセ ミ

ナ リー ・インスティテユー ト・プログラム

の指導主事 を務めています。

1980年7月 ，フェ リーチェ ・ロチー トは

32歳 でイタリア ・パ ドバ伝道部の伝道部長

に召 され ました。神はフェ リーチェ自身 も



気付かなか った可能性 を知 っておられたの

です。散々宣教師 を困らせて きたフェ リー

チェではあ りましたが，福音が示 された時，

それ を信 じる誠実な心 と知性 を彼は持 ち合

わせ ていたのです。フェ リーチェ ・ロチー

トは これか らも数 多 くの同胞に手を差 し伸

べ，何百人もの宣教師の心 を動かす人物 と

なるでしょう。かづてはその宣教師 を，彼

は痛烈に批判 していたのです。

自分が現在 どうあるかではな くて，将来

どうなるか とい う可能性 を信 じようではあ

りませんか。

神 を信 じなければならない理由のひ とつ

として，私 たちには現在起こっていること

しかわか らないが，神は将来のこ とも御存

じであるというこ とがあ ります。次の話は

そのこ とをよ く説明 していま1す。

1945年5月 ，憶病で何の役に も立たない

一歩兵 として沖縄戦線に参加 した私は，そ

こで魂 を揺 り動かされる， また信仰 を深め

る経験 を幾つか しました。そのひ とつは，

味方の軍が放つ迫撃砲 の砲弾の雨の中で，

自分の祈 りに対する主の答えを聞いた時の

ことです。その時私は，主が 自分の祈 りを

聞かれ，祈 りに答えて下 さることを改めて

知 ったのです。それは人が本当に困 った時

に捧 げ る， 利己的 とも言 え る心に思 うま

まを述べ た祈 りで した。私 は， もしも主

が私の命 を救 って下 さるならば，生涯主に

仕 える道 を選ぶ と約束 したのです。祈 りは

す ぐに答 えられま した。その時，私は愚か

にも自分は主にお返 しができるものだ と思

っていました。 しか し， それ以来，私は主

に対 してます ます深 い恩義 を感 じるように

なって きています。

1973年 に沖縄に立 ち寄 った時，私はあの

壷壕のあった場所に行 ってみ ました。今は

一面のさとうきび畑です
。その後， そこか

ら丘を2つ ，3つ 越えた ところにある礼拝

堂で，会場 を一杯に埋めた沖縄の聖徒 と軍

人たちに話 をするように頼 まれました。何

年 も前のことでしたが，そこから程遠から

ぬ所で，私は戦友たちとあの恐ろしい夜を過

ごしたのです。その沖縄には現在ステー キ

部があ ります。

あの1945年 の春に，後にこのようなこ と

が起こると，た とえ知 らされたとしても，私

の智 と情でそれを受 け入れ，理解するこ と

は不可能だったでしょう。主には予見す る

力があ りますが，私にはなか ったか らです。

初めを見，終わ りを見， その間に起 こる

すべての事柄 を御覧になる主 を信頼 して下

さい。神は現在の皆 さんの姿だけでな く，

皆 さんが将来 どうなるか をも御 覧になるの

です。たとえ自分がふさわ しくない と思え

ても， それでせ っか くの成長の機会 を棒に

振 ってしまったり，いろいろな難しい問題

に立ち向かお うという気力を失 くした りし

てはな りません。時間の圧力に負けて自分

の永遠の進歩の妨げ となるような選択 をし

てはならないのです。

主はイタリアの街角で選ばれた者に手を

差 し伸べ，ニ ュー ジーラン ドの貧しいマオ

リの村で約束 を与 え，朝鮮戦争のさ中に行な

われた静かな会話の中で真理の光 を投げか

け られたのです。あの時の身動 きもできな

い塾壕か ら，はるかかなたに 目を投 じ，私 た

ちが望むならば，やがて礼拝堂 を目にするこ

とがで きるよう，私 たちを備えられたので

す。戒め を守 ってさえいれば，私たちは自分

が想像 し得 る以上の奉仕の機会 を得 るに違

いありません。私がこれまでに述べてきた

よ うな機会は，今皆 さんの周 りにもあるの

です。
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の 日の午後一杯 を使 って，私は会った

そ
時に言 う言葉 を15歳 の頭であれ これ考

えていました。イランのテヘ ランの町の雑

踏の中を姉 とス タール ・バスで帰 る時も，

私は，自分が頭 の中で描 いた言葉 を何度 も

繰 り返していました。

キンボール長老は背が高 く， 白髪で， し

か も，モーセのような声で語るまさに使徒

にふ さわ しい人に違 いないと思 っていまし

た。「家に帰 った ら，キンボール長老は き

〆

箋

鰯
蝋灘 .麟
.

11」

師騰 瞬

繍
謡 、

っと，なぜ土曜 日に学校 に行 くのですか と

尋ねるに違いない。その時はイスラム教の

聖 日である金曜 日が休みなので，代わ りに

土曜 日に学校に行 くのです と答えよう。そ

んなことが きっかけで多分学校の話になる

と思 うので，それが終わ ってか ら僕の問題

を打ち明けよう。」

ふと傍 らに座 っている姉 に目をやると，

何や ら瞑想にふけっているようでした。私

は尋ねました。

「ヨー ロッパ伝道部を訪問 して いるキン
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ボール長老がなぜ ここに来るの。」

「私 たちね，本 当はスイス伝道部に属 し
ら

ているの。遠 く離れてて， しか もほかに教

会員はあまりいないでしょう。だから自分

たちの伝道部 を持つことがで きないのよ。」

「キンボール長老は今晩
，僕たちの家に

泊 まるの?」

「泊まらないわ
。夕食をとられるだけ。J

私 は窓に 目をや 『)，外を眺め ました。い

つ もな ら， もっと私の心 を捕 らえて離さな

いはずの町の景色や ざわめ きも一向に気に

な りません。再び，私の頭の中に，雷のよ

静かな細い声 ケン ト・A・ファーンズ ワース

うな声 をした背の高 い白髪の使徒の姿が浮

か んで きました。

私たちが家 に着いた時には， キンボー ル

長老はす でに着いていて，ひざの上に子供

たちを抱 いて座ってい ました。父に案内さ

れ，私たちが居間に入ってい、くと，キンボ

ー ル長老は立 ち上が り
，抱いていた子供た

ちをゆっ くり下ろす と，私の手を取 りまし

た。㌧思っていたほど背は高 くありません。

しか し，髪の毛は確かに白く輝いています。

私 は，力強い予言者の声が部屋中に響 いて

くるのを期待 しなが ら， キンボール長老が

話 し出すのを待ちました。

「こんにちは。」それは
，しゃがれた小さ

な声でした。私は何 も言 えず，驚 いたよう

に キンボール長老の顔を見上げていました。

キンボール長老は笑みを浮かべ，の ど元 を

指差 して こう言いました。

「この声はね
，偽物なんです よ。数年前

に病気になって，新 しい声帯 を入れました。

まだあ まり上手に使 えないんです。」

「痛 くないのですか」 と私 は尋ねました。

話 は自分が計画 したの とまった く違 う方向

に進んでいきます。

「いいえ， でも時々，話 していて疲れる

こ とがあ ります よ。」キン ボー ル長老は私

に， そばの椅子に腰掛け るように言 うと，

自分 も座って子供たちをもう一度ひざの上

にのせ ました。

「それ じゃ
， きょう学校 でどんなことが

あったか少し私に話 して くれ ませんか。」

私は何 も言わず キンボール長老 をじっと

見詰めていました。両親が告げ口で もした

のだろうか。いや，きょう調子の悪か った

ことなどだれ もまだ知 らないはずです。

私は，キンボール長老の明 らかな予見能

力の前に， これまで話 そうと思っていたこ

とをあきらめて告 白を始 め ま した。「聖書

の時間のこ となんです。」

「姉 と私は
，プロテスタン ト系の学校 に

通 っています。学校では2週 間に1回 ，聖

書のクラスがあるんですが，その先生が僕

がモルモンだ というこ とを知 っていて，い

ろいろ攻撃 して1くるんです。」

「それに対 して君はどうす るんですか。」

キンボール長老の声が幾分和 らいだようで

した。私はキンボール長老の顔をまともに

見 ることがで きませんでした。まさか話が
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これ程早 く間題の核心に入ってこようなん

て予想もしていなかったか らです。 しか も

私が考 えていたのとは逆に， 自分に対す る

質問 として返ってきたのです。

「何が正 しいことなのか よ く分 か
ってい

ます・」私は短 く答えました。「でも心で思

っていて も，それ を思 うように口に出して

言えないことがあるんです。」

キンボール長老は ぐずつ き始めた子供 を

優 しくなだめ るよ うに，うなずいていまし

た。

「何か忘れているものがありますね
。」キ

「その声 はね
，いつ で も必要 な こ とを教 えて くれ るん です よ唱

ンボール長老は，が らが ら声の無 くなった

ささや くよ うな声で 言い ま した。「兄弟は

8歳 になった時，r教会員に確認され， ひと

つの賜を授け られたでしょう。それが何の

賜か よく知 っていますね。」

私はうなず きました。
と も

「その賜は離れることのない伴侶
，教師

として君に与 えられたん です よ。『静か な

細い声』 と呼ばれるのを聞いたことがある

で しょう。」

キンボール長老は身を乗 り出して，その

確信 に満 ちた手 を私のひざの上に置 きまし

た。

「その声はね
，いつで も必要なこ とを教

えて くれるんですよ。そ して君 を助けて く

れるはずです。その小さな声 に聞 き従いな

さい。」

その晩，私が受 けた のは思 い出 といった

生易 しい ものではな く， まさに強烈な印象

でした。辛抱強 く相手 を理解する気持 ち，

穏やかな心遣い，上 品なユーモアなどすべ

てが私の心に印象付け られたので した。

そんな私 も， キンボール長老が教 えて くれ

たみたまの導きに関する短 くも力強いレッ

ス ンをどこか記憶の奥底にしまい込 んで し

まい，それにつ いて深 く考えることもあ り

ませ んで した。現在予言者 となっているキ

ンボール長老が，その時私に何 を教 えよう

としていたかが完全 に分か るようになった

のは，それか ら数年後のある春の夕べの こ

とでした。

その 日は空軍パ イロ ットの強化訓練の最

後の課 目のひとつ である単独横断飛行に出

る日でした。私たち6名 のパ イロッ.トは20

分 間隔で飛び立ち，距離 を保 ちながらテキ

サス州のルボックか らア リゾナ州 のフェニ

ックスまで飛行 を続けることになっていま

した。飛行機 はT-38ジ ェ ッ ト練習機で，

コールサ インは トー ゴー29で した。飛行機

を操縦 したことのある人な らだれでも分か

ると思 いますが，離陸 し，予定の高度まで

上昇 した時には無限の力 を感 じ有頂天にな

ります。その 日も同 じで した。規定 の高度

一杯の15
，000メー トル上空 をまっす ぐに進

みなが ら，西方の地平線に目をや ると，眼下

に地球が弧 を描 いているのが見 えました。

まさに天涯孤独，下にな々 らかに広がる大

地 を眺めながら，匁 は空の帝王の気分を満
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喫 していました。右翼 のす ぐ下には，ロッ

キー山脈の山並がその威容を見せ，地球 の
よわい

齢を物語 るかの ように うね りを成してい ま

す。左側は一面南部の砂漠地帯が広が り，

まさに円 くなった地平線 まで伸 びています。

まさに全世界が私の足下 にあるようでした。

フェニ ックス空港に着陸 し， 自信に満ちた

面持 ちで私は滑走路 を走 り抜けました。

私たちは素早 く燃料を補給すると，再び晴

れた空に向か って飛び立 ちました
、最後に

飛び立ったのが私の飛行機 で，私たちはテ

キサス州のエルパ ソ上空 を通ってルボック

に入る南東の航空路 をとりました。ニュー

メキシコを横切 る時，雨雲が南西方面に う

ねるように広が っているのが分か りました。

飛行場か らの無線連絡によると，この雨雲

はテキサスに向か う私たちの航路を遮断す

るように横たわ っている とのことでした。

しか し前線の合間をぬって行けば，ルボッ

クに通 じる道が開け るこ とも分かっていま

した。 とにか く北東に向かって飛行 してい

る と，私の前 を飛んでいる飛行機か ら天候

は悪 くなるばか りである と報告が入 って き

ました。そ うしている内に先頭の飛行機が

スコールの中でエンジンに故障 を起 こし，

片方のエ ンジンだけで飛行場 まで帰 らなけ

ればならな くな りました。天上の楽園はま

たた く間に地獄 の様相を呈 して きました。

燃料は少な くな り，そ うか と言って引き返

そうにも別 の雨雲が後ろから迫って きます。

機体にひ ょうが打 ちつけ，稲妻が暗闇を焦

が してい ます。底な しの深い割れ目の中で

私は どう進 んだ らよいか分か らな くな りま

した。そ して無線機 をルボ ック管制塔か ら

リース空軍基地 の地上管制塔に切 り変 えた

のです。 ところが，その空軍基地の滑走路

わきの トレー ラーハ ウスで， ひとりの空軍

兵士 がこの迷 える飛行機 を2台 あレーダー

で追っていました。1台 のレーダーには高

度が， もう1台 のレー ダーには滑走路の中

央線 に対比 した飛行機の位置が映 し出され

ていました。無線機の周波数 をその ままセ

ットして置 くと，突然嵐の音がやみ，落 ち

着 いた， しか も自信に満 ちた声がヘ ッ ドホ

ンを通 じて耳に入って きました。

「トー ゴー29
，右に旋回 し，方位 を0-

3-0に とれ。」

それか ら5分 間 とい うものは，その静か .

な声の指示に従って方向をとるための必死

の戦いで、した。飛行機はその声に導かれて

下降 を続け，突然嵐がやんで雲 を突 き破っ

たか と思 うと，飛行場の光が見えて きまし

た。飛行機が着陸す る・と，滑走路の中央に

飛行機 を止め るの もそこそこに，私は トレ

ー ラーハ ウスに駆け込み
，声の主 を両手で

しっか りと抱 き締めました。この5分 間，

私の命は文字通 りこの人の手に握 られてい

たのです。私の心は感謝 の気持 ちで一杯に

なりました。そり時，私 はもうひ とつの声，

主か ら召 された僕の声が昔，私に語 りかけ
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たことが記憶の中によみがえって き ました。

そ してそ の時 初あ て， その僕の言 ったこ

との意味が分か ったのです。言うまで もな

く，管制官の声ではない，別 の静か な声が

嵐の中でこ う言 ったのです。「私 にすべて

を委ねなさい。そ うすれば，何 をすべ きか

あなたに教 えましょう。」

こうして奇跡 とも言える着陸 をしたその

日から，私は何度 となく静かな声を耳にし

てきました。時には注意深 くその声に耳を

傾 けることもあ りましたが，空の王様 とい

う空想に捕 らわれて， 自分の判断に頼 り，

突然嵐 の音 がや み，落 ち着 い た， しか も自信 に満

ちた声がヘ ッ ドホ ンを通 じて耳 に入 って きま した 。

その声 を包み込んでしまったこ ともありま

した。

ある時，私 は休暇で英国 を訪れ，系図の

探求をしました。ある家系の新 しい情報を

求めて，先祖が住 んでいたふたっの村，ガ

ー トロープ とギルバーダイクの間 を，私は

何度も行 った り来た りしていました。 ちょ

うど町に入るために道が分かれているとこ

ろに，本道か ら約5.6キ ロほど入ったウイッ

トギフ トの村を指 している標識があ りまし

た。そしてその道路標識の前を通 るたびに

私はウイッ トギフ トに行 くように促す何か

を心に感 じていました。3回 目にそこを通

った時には，・もはや感覚的な ものではあ り

ませんでした。それはあのルボックの嵐の

中で聞いた管制官 の声のようなはっき、りと

した静かな細 い声 で私に語 りかけてきたの

ですρ 「ウイットギフ トに行きなさい。」私は

方向を変え， その道 を下 って行 きました。

でも，村に入 る手前で車 を止めてしまいま

した。ウィ ットギフ トとい うヨー クシャー

の小さな町に着 くことは着 いて も，それか

ら先何 をす るのか まった く見当がっかなか

ったか らです。結局，私は 「自分 の知 恵」

に屈 して，村に入らずにその まま引き 返 し

たので した。

合衆国に帰ってみる と，親戚の中で も最

も熱心に系図の探求を進めている叔母から

手紙が届いていました。その書 き出しの箇

所に，私がみたまの導 きの声に聞 き従わな

かった ことが記されていました。

「あなたがイギリスにもう少し長 く滞在

していて くれたらと考えていたところです。

と申しますの も，あなたがイギ リスをたっ

た後，私たちの先祖はガー トロープで もギ

ルバーダイクでもない， ウイッ トギフ トと

い うヨー クシャー地方の小 さな町の出身だ

ということが分かったのです。」

年 をとるにつれ，私 も少 しは成長 したの

で しょうか。それか らは判断の難 しい事柄

や個人的な問題があ?て も，静かな細い声

のささや きがあったな らば， それに聞 き従

えるようにな りました。そ ういった時 「そ

の声はね，いつで も必要なことを教 えて く

れるんです よ。そ して君 を助けて くれるは

ず です。その小 さな声に聞 き従いなさい」

という神か ら召 された人の ，ささや くよう

な声をいつ も心に思い浮かべ るのです。
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すべての造られたものに福音 を宣べ伝 えよ」

(マ ルコ16：15)と い う根本的な戒 めをお与

えになりました。私たちはこの義務 を心か

ら達成 したい と願っています。

数年前，私は 「教会員の若 い男性はすべ

て伝道に出るべ きでしょうか」 という質問

を受 けたことがあ ります。その時，私は主

の言葉 を引いて，「ふさわ しい男性 はすべ

て出るべ きです」 と答えました。主 は，す

べてのふさわ しい男性が伝道に出 るように

望んでお られます。従って自分はふさわ し

くないと思 う人は，ふ さわしくな るように

今す ぐ準備 をしなければな りません。主は

次のように命 じてお られ ます。「わが教会

の長老たちを遙かに離れたる諸々の国民に
とつ

遣 わし， また海の島々に至 らしめ，また外
くに と

国に遣わ して万国の民を訪わしめ， まず異

邦 人を訪い次にユダヤ人 に至 ら しめ よd

(教 義 と聖約133：8)

この ように，長老たち，長老に聖任 され

る年齢に達 した教会の若い男性 は，伝道に

出る準備 をし，その召しを全 うできるよう

に熱心に求めなければなりません。現在，

教会の資格ある若 い男性で専任宣教師 とし

て奉仕 している人の数 は，全体の約3分 の

1に 過 ぎません。3分 の1で は 「すべ ての

若い男性」 とは言えません。

私がこれ まで訪 問してきた平均的なステ

ー キ部で は
，資格 あ る若 い男性 の内わず

か25パ ーセントないし40パ ーセン トしか伝

道に出ていませんでした。たったそれだけ

です。他の人たちはどうしたので しょう。

彼らはなぜ伝道に行か ないので しょうか。

確かに，教会のすべての男性会員は伝道

に出るべ きです。それは什分の一 を納め，
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集 会に出席 し，悪 に染まらない清い生活 を

し，主の宮居 で日の栄えの結婚 をす る計画

を立てる必要があるの と同 じことです。

これ らは どれ も強制されてす るものでは

な く， 自分 自身のためにすべ きものです。

また， このように尋ねる人がいるか もし

れません。「すべ ての若い女 性 も伝 道すべ

きですか。それに父親 も母親 も。教会員は

すべて伝道 しなければ な りませ んか。」 答

えは然 りです、男性 も女性 も子供 もすべ て，

すなわち若人 も少年少女 も皆伝道すべ きで

ある と，主は答えておられます。 これは，

専任宣教師として正式に召しと任命を受 け

て外国に伝道に行かなければならないとい

う意味ではありませ ん。そうではな く，私

た ちの受けている福音が真実であるこ とを

証 する責任が，私たち一人一人にあるとい

うことです。すべての人に親戚や隣人，友

人，職場 の仲間がいます。私たちの責任は，

模範 と教 えに よって彼 らに福音の真理 を伝

え ることです。

同 じ神の王国の会員である兄弟姉妹 の皆

さんが，主か ら委任を受け，主の使者 とし

て まだ教会員 となっていない兄弟姉妹に主

のみ言葉 を伝 える;と は，何 と素晴 らしい

経験で しょう。聖典にはすべての教会員に

伝道する責任のあることがはっきり述べ ら
いれ

れ ています。「その警め を受 け しこ とあ る

すべての人はその隣人を警むる責任あ り。」

(教 義 と聖約88：81)

若 者 たちに，同胞に仕 え王国のために犠

牲 を払 うように勧め るのを恐れてはな りま

せん。教会の若者には，あ くまでも理想 を

追求 してい くという姿勢が本来備 わってい

るものです。ですか ら彼 らを奉仕の業 に召



す時には，ため らわずその理想主義 に訴え

るようにすれば よいのです。

ある若者が最近語った話の中に，この理

想 を追求する姿勢がよ く表われています。

「私が専任宣教師に召される時は
，ただ 自

分 にその気 さえあれば伝道は とて もために

なると言われるよりも，主が私 を召 して，

伝道に出るように望んでおられ，それが私

の義務であると言われた方がいい と思いま

すd

教 会の若い男性 は皆伝道 に出 たい とい

う心か らの望み を持たなければな りません。

彼 らにはまた，子供たちを育 て終えた両親

が伝道に出 られるよう，援助する責任が あ

ります。若者は福音 を学び，教会 における

奉仕に自らを備え，できるだけ勤勉に戒め

を守るよう努力 しなければな りません。

伝道に出るために19年 間準備を続けて き

ている若者は，奉仕の業についた時には よ

り大きな力を備 えた，有用の材 とな り，大

きな成果 をもたらすようになるでしょう。

そ してさらに多 くの人々が教会に改宗 し，

そこに感動が生 まれ， またそれが連鎖反応

となって広がってい くのです。これ以上 に

大 きな連鎖反応 を生み出 し，よ り多くの人

人に影響 を与えるものがほかにあるで しょ

うか。

生 まれた時か らセ ミナ リーの日まで，ず

っ と伝道のために準備 してきた素晴らしい

若者たちが，セ ミナ リーやインスティテユ

ー トのプログラムに参加する としたらどう

でしょうか。セ ミナ リーやインスティテ ユ

ー トの建物は
，教会に対 して新 しいイメー

ジを抱かせ て くれる今 まで とは違 った成熟

さ，熱心 さで満ちあふれ るようになること

で しょう。そして若者 たちの道徳観は大 い

に高め られ，彼 らはこれまでに教わったこ

とのない方法で，純潔や義について学ぷ こ

とで しょう。その ようになった時，聖餐会

と神権会への出席がどうなるか，お分か り

になると思い ます。

私はすべての少年少女がセ ミナ リ・一に出

席す るよう望んでいます。なぜならセ ミナ

リー こそ，彼 らが多 くの福音の真理 を学べ

る場であ り， 自分が何 をなすべ きか心の中

に ある理想を見いだし，伝道 に行 く決心を

す るようになる場 だか らです。

忘れてな らないのは，世 界各地に出て行

って福音 を宣べ伝 えるにはお金が必要であ

るとい うことです。今か ら貯金を始め るこ

とは皆 さんの特権 であると言 えます。

もらった り働いた『)してお金が入るたび

に，たとえわずかで もその一部 を伝道資金

として貯蓄に まわすようにして下 さい。そ

れは皆 さんの使命であ り，特権であ り責任

なのです。塵 も積 もれば山とな り，義にか

なった目的のために払 う犠牲が人格 を築 く

ということを思 い起こして下さい。

伝道の業に仕 えるとい う神聖な責任 と特

権 に自らを備 えることは，各人の義務 です。

人は文字や掛算の九九表，大学での学業に

必要な事柄 をあらか じめ学ぶことによって

人生の備 えをしています。それ と同様に，

幼年時代，少年時代のすべてを通して，青

年期の伝道 と生涯を続けて行な う霊的な成

長のために備 える必要があ 『)ます。

そのためには，大 きく分けて次の3つ の

点で準備 をすべ きです。

1.清 くかつふさわ しい生活を続 け，世

のすべての悪 を遠 ざけ る。(主 は，完全 な
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「それゆえに
，あなたがたは行

って，すべての国民を弟子 とし

て，父 と子 と聖霊 との名 によっ

て，彼 らにバ フテ ス マ を施 し，

… 」(マ タ イ2818-19)

悔い改め をすれば罪は赦 されると教えてお

られます。何か問題があ り，その赦 しを得

たい と思 うならば，生活 を完全に改め，新

たなものとしなければな1)ま せ ん)

2.真 理 を知 ることができるように心 と

霊を備 える。 もし伝道に行 く年齢に達 した

として も，福 音に関 す るこ とであれ何 に

ついてであれ，知識を備えていなかった と

したら，それは実に悲 しむべ きことです。

確かに若者 は19歳 の誕生 日を迎 えるまでに

家庭での月並な務めか ら，宣教師 としての

大切な務めに進む備えができていな ければ

なりません。その時になって急に生活や標

準や 自己の修練 といった面ですべてを改め

るよ うであってはな りません。

3.で きるだけ自分 自身の準備資金で伝

道で きるようにす る。将来の宣教師がみな

誕生の当時から伝道のために貯金をしてい

た としたら，何 と素晴 らしいことではない

で しょうか。またすべての少年が伝道費用

の全額，あるいは大半を自分で蓄えて伝道

し，そこか ら多くの祝福 を受け ることがで

きるとしたら，何 と素晴らしいことではな

いで しょうか。

もちろん，十代になって改宗 した少年に

とっては，貯金の年数は限られ ます。経済
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受けて，
.エ ルサ μム，ユ ダヤ とサマ リヤの

全土・一さらに地のはてまで・ わた しり証 人

となるであろ う司(使 徒1：8〉

これは，天の家に上って行かれ る前に主

が この世 に残された最後 の言葉 とな セ)まし

た。

「地のはて」 とはどういう意味で しょう

か。使徒 たちの知っている場所は，主がす

でにあまね く踏破 しておられ ました。 それ

はユダヤの人々の ことだったのでしょうか。

それ ともサマ リヤの人々のことだ ったので

しょうか。あるいは近東の数百万の人々の

こ とを指 していた ので しょうか。「地 のは

て」 とはどこのことだったのでしょうか。

現在のアメ リカの人々を指 していためでし

ょうか。地 中海周辺の ギリシ.ヤや イタリア

の幾十万，幾百万の人々また中部 ヨー ロッ

パの人々 も含 まれていたので しょうか。 ま

たは全世界のあらゆる生ける人々，そ して

これか ら先 この世に送 られて くる霊たちの

こ とを指 していたのでしょうか。私たちほ

主の言葉 とその意味 していることを過小評

価 してはいないでしょうか。福音 を必要 と

す る人々がこの世に40億 もいる中で， どう

して10万 人程度の改宗者に満足 していられ

るでしょうカ・。

救い主はこのように言われ ました。

「わたしは，天において も地においても，

いっさいの権威を授けられた。それゆえに，

あなたがたは行 って，すべ ての国民 を弟子

として，父 と子 と聖霊 との名によって，彼

らにバプテスマを施 し……」(マタイ28：18

-19)

救 い主は 「すべての国民」 と言 ってお ら

れます。
ら
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神 が私 たち と共にお られ，導いてお られ

るごとを忘れないで下 さい。神がその計画

を立て，戒めをお与 えになったのです。

主は，私たちが どの ように福音 を分か ち

合 うかに応 じて，素晴らしい祝福 を下さる

と約束 してお られ ます。霊的な奇跡が起こ

るように，幕の彼方か ら援助 を与えて下 さ

います。主は，私たちが心 をキ リス トに向

け，堅 く立 って世 の人々に証 を述べ るなら

ば，私たちは もっと容易に罪の赦 しが得 ら

れる と教えておられます。確かに，私たち

はみな自分 自身の罪が赦 されるように， よ

1)大 きな助け を求めて い るの です 。(教 義

と聖約84：61参 照)伝 道に関 して述べた最

も素晴らしい聖句のひとつである教義 と聖

約第4章 の中で，私 たちは 「すべから く心

をつ くし，勢力をつ くし，思 をつ くし，体

力 をつ くして」伝道の業に励み，主に仕 え
とが

るならば，「終 りの 日に臨 みて神 の前に智

な くして立たん」 と言 われて い ます。(2

節)

主は さらに こうも言 ってお られ ます。

「而 して汝 らもし生涯今の世の人々に向

いて悔改め を叫ぶ ことに力を尽し，唯一人

の人た1)と もわれに導かば，わが御父の国
よろニ

に於て彼 と共に汝 らの悦び如何ばか りぞや。
もと

さて，わが御父の国にわれの許に導きたる

唯一 人の人につきて汝 らの悦び大いならば，

汝 らもし多 くの人 を導 き来らばその悦びは

果 して如何ばか りぞやd(教 義 と聖約18：

15-16)

生涯 力 を尽 くし，ただひとりの人であっ

ても主の もとに導いたとした ら， どれほど

の大 きな喜 びがあることでしょうか。たっ

たひとりの人であってもです。何 と貴い存在



でしょうか。多くの人を導 くならば，神は私 .

た ちに約束された愛 を注いで下 さるのです。，

宣教師たちは何 と素晴らしい機会に恵ま

れていることで しょうか。彼らは一生をか

けた仕事に対 して，最終的な備 えをしてい

るのです。月並な人間になろ うとしている

のではあ りません。一人一人が主に認めら

れ，高 く評価 される特別 な人にな らなけれ

ばな りません。私は現在伝道中の人々だけ

でな く，これか ら伝道に出るすべての人々

につ いて言 っているのです。

彼 らは今，あたか も多くの砂利や材木を

用いて築 くように して， 自分 自身の人生を

築いているのです。 もし私 たちが 自分の生

涯 を今見通すこ とができて，これか ら20年

間の生活を目の前に見ることができるとし

た ら，それぞれある時期 を思い返 してこの

ように言 うことで しょう。「私が 人生 に決

断 を下 したのは，宣教師 として働いていた

時です」 と。

皆さんは，主が彼 らを伝道に召 され るの

は福音 を宣べ伝 えさせ るためだけ とお思い

でしょうか。決 してそれだけではあ りませ

ん。それはもちろん大切なことです。しか

し，主は彼らを神の、冑、子，娘 として将来力

強 い指導者 とするためにも，伝道に召され

るのです。

主の偉大な予言者のひとりは，かつて宣

教師たちに向か って このように言いました。

「皆 さんは今
，宣教師の召 しを解任 され よ

うとしています。皆 さんは2年 間立派に働

いてこられました。しかし，皆 さんは一生 を

かけて行な う伝道の使命か ら解放 されるわ

けではあ りません。 その責任には決 して解

任 ということがないのです。これか ら先 の

生涯ずっ と伝道 を続けなければなりません。

皆さんは今後， さらに多くの今 まで とは違

った責任を受けることで しょうd

皆 さんが伝道 の召 しを受け るのは19歳 で

す。か りに79歳 まで生 きる と しましょう・こ

の60年 間に，皆 さんは人々によい影響力を

どれほど強 く与えてい くことができるで し

ょうか。皆 さんはそれをしなければならな

いのです。これは重大な仕事です。私たち

はただ単に人々に伝道に出るように勧めて

いるのではあ 『)ません。 これは皆 さんの仕

事なのです。天の神が予言者 を通 じて，皆

さん をこの業に召 してお られるのです。福

音 を知 りバプテスマ を受けたすべての男性，

女性，子供たちに責任が あります。

昔，エルサ レムで ともされたろうそくの明

か1)が ， いつか消されはしないか と気づか

う必要 はまった くあ りません。それは前に

も増 して明る く光1)輝 くことでしょう。 こ

れは主のみ業です。私たちは主の用向 きを

持て る者 なのです。主が私たちに下 された

戒めははっきりとしています。に もかかわ

らず，私 たちはいまだ世 の多くの人々の中

にあって知 られざる存在です。今や私たち

は腰 を引 きか らげ，この偉大な業に献身す

る新 たな決意 をもって進み行かなければな

りません。皆 さんも私 も皆，そうするこ と

を約束 したはずです。私たちは皆，神殿の

中で教師たちのまん中に座 っていたあの少

年が，心配 して捜 しにきた両親に向か って

語 られ たよ うに，「わたしが 自分の父の家

にいるはずの ことを，ご存じなか ったので

すか」(ル カ2：49)と 言 え るよ うであ り

たい ものです。
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しよくのときのことです。ベギーが

□の中いっぱいにジやガイモをつめ

こんで,も ぐもぐさせていると,お

田さんは,み んなを見まわしていい

ました。

｢だれか
,ひ いおじいちゃんの長

ぐつを知らないかしら。｣

ベギーは,□ の中のジャガイモを

ぐっとのみこんで,お さらに目をお

としました。

｢わたしが
,も っているの。｣

｢あなたが(P｣お 田さんはおどろ

いて,い いました。

｢そう
,見 つからないように,ベ

ッドの下にかくしたの。｣そ ういう

が早いか,ベ ギーはじぶんのへやへ

行って,長 ぐつをもってきました。

大つぶのなみだが,ほ ほをつたって

ながれ ました。｢ご めんなさい。お

田さんが書いたものを,し わくちゃ

にしちゃって。｣

｢いいのよ,ベ ギー。｣お田さんは

やさしくそういって,だ きしめてく

れました。そして,長 ぐつをもとに

もどしました。

つぎの｢か ていのタベ｣･の とき,

お田さんはみんなに,き れいな紙に

つつんだプレゼントをわたしました。

そして,ひ いおじいちゃんの長ぐつ
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をもってきて,み んなに見えるよう

に,ゆ かのまん中におきました。

｢さあ
,プ レゼントをあけてもい

いわよ。｣お田さんはいいました。

ベギーと,デ ビッドと,ジ ミーが

つつみ紙をやぶくと,ほ そ長い,う

すい本が出てきました。

｢お田さんがもってるみたいな,

『おぼえのふみ』だ。｣ベ ギーは大

.声でいいました。

お田さんは,ペ ギーの｢お ぼえの

ふみ｣の ひよう紙をひらいて,古 い

しゃしんにうつっている,ハ ンサム

な男の人を,ゆ びさ しました。｢こ

れは,ひ いおじいちゃんが,け っこ

んする前のしゃしんなのよ。お田さ

んは,小 さいころ,ひ いおじいちゃ

んのにっきを読むのが大すきだった

の。とぐに,長 ぐつのことを書いて

あるところがすきだったわ。ひいお

ばあちゃんがなくなったあと,ひ い

おじいちゃんは,い っしょうけんめ

いはたらいて,ひ とりで5人 の子ど

もたちをそだてたの。あるあつい日

のこと,ひ いおじいちゃんは,少 し

のあいだ,小 川のほとりにすわつて,

つかれた足をつめたい水の中につけ

ていたのσところが,か た方の長ぐ

つをうっかり水の中におとしてしま
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は,し ゃくとり虫のような歩きかた

はしません。

しゃくとり虫は,ま す前足にうし

ろ足をつけ,次 に前足をのばし,ま

た前足にうしろ足をつけるというよ

うに,歩 きます。しゃくとり虫のか

らだのまん中あたりには,足 がない

のです。

風がふいてくれば,糸 でぶら下が

って,前 へも,う しろへも行けます。

しばらくすると,コ マドリは,サ

ーッと
,と んで行ってしまいました。

さあ,お ひるごはんの,た べなおし

です。

と,と つぜん,あ たりがくらくな

りました。男の子が来て,し ゃくと

り卑を,つ まみあげたのです。しゃ

くとり虫は,男 の子の手の上を歩い

て,ゆ び先まで来ると,う しろ足で

立って,あ たりをキョロキョロ見ま

わしました。男の子は,大 きな声で

わらいました。｢お も しろい歩きか

ただなあ。ぼくのうでの長さを,は

かっているみたいだ。ぼくのうでは,

長いんだよ。でも,き みは,た った

の3セ ンチ。｣

しゃくとり虫は,男 の子のかたで,

ひとやすみしました。男の子は,い

いました。｢お父さんが,い ってたよ。

きみは,夏 になると,土 の中にもぐ

って,ま ゆを作るんだって。そ して,

冬 のあいだは,す っと‡の中にいて,

つぎの年 の春には,も う,し ゃくと

り虫 じゃあ,な くなるんだ。白か,

はい色 か,ぢ ゃ色 のガになるんだよ。

きみ,知 っていたか。も し,メ スの

ガだ ったら,秋 になると,何 百 コも

のクマ ゴを生むん だ。タマ ゴは,さ

むい冬 のあいだ,木 のかわ につ いて

いて,春 にな ると,し ゃくとり虫 に

なるんだよ。 あっ,ぼ く,も う行 か

なくぢ ゃ,し ゃくとり虫 くん。来年

の春は,ガ にな って,ぼ くの家 にと

んできてくれるかも しれないね。｣

.男の子 は,し ゃくとり虫 を,や さ

しく木のえだにかえ してや りました。

しゃくと り虫は,ど んどん歩いて行

きま した。

とっても,と っても,お なかがす

いています。冬 を生 きぬ くた めに,

モ リモリ,モ リモリ,た べなくては

＼な らないのです
。大 きな,み ど りの

はっばの上 にのぼって行 って,し ゃ

くとり虫 は,は っばのかげに,見 え

な くな ってしまいました。 もう,コ

マ ドリが来た って,見 つ かりっこあ

りませんσ さあ,ま た,お ひ るごは

んです。
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一音楽活動の輪を

広めるために
饗灘 灘 麟鰯 欝 灘 鎌 灘 蟹 撮 翁織i蓬 灘 聾灘

･'
,,･醗灘

駅 一､鷲 湾チい烈i;卿..黙 鐙 灘,韓 騨

｢愛の歌を広めよう｣の テーマの下に
,伝 道

80周年 を記念して大阪北ステーキ･部主催｢第1

回全国LDS音 楽祭｣が,去 る10月10日,大 阪

北ステーキ部センターで開催された。

高崎ステーキ部からの50名 を筆頭に,横 浜ス

テーキ部 高松ステーキ部などからの参加者を

含め約600名 の人々が集い,歌 や演奏を楽 しん

辮

響
だ。プログラムは家族部門(家 族による発表)･

器 楽･ポ ピュラー･コ ーラスの4つ の部門に分

けられ,ポ ピュラーとコーラスの部門ではコン

テス ト形式で審査が行なわれ,横 浜ステーキ部

と神戸ステーキ部がそれぞれ優秀賞を受賞した。

日頃ステーキ部間の交流が少ない中で,音 楽

活動を通 じて友情の輪を広め,交 流を図れたの

は大きな成果であろう。

2回 目の大会は今年9月15日 を予定 している

が,今 回,運 営に当たった大阪ステーキ部の音

楽担当高等評議員である赤間洋兄弟は,｢次 回

はさらに多くのユニットから出場者を募 り,よ

り愛の歌を広められたら｣と 期待をふ くらませ

ている。

自立の大切さ

を認識させた 喰離軽懲
過 日,全 国LDSろ うあ者大会が,青 森(八

戸支部)か らの3家 族を初め,ろ うあ者60名,

その他ボランティアの兄弟姉妹200余 名の参加

を得て行なわれた。これは,横 浜ステーキ部の

主催により,国 際障害者年 と伝道80周 年を記念

して開かれたものである。

初 日の11月21日(土),参 加者は東京神殿に参

入し,手 話通訳の助けを得てエンダウメントや

死者の身代わりのバプテスマを受けた。その夜
み く

は,横 浜ワー ド部で土演された劇団未来による

左:証 を述べるろうあ者

右=大 会参加者

手話劇 『クリスマスキャロル』を楽しんだ。

翌22日,参 加者は横浜ステーキ部大会に出席

し,人 々の歓迎を受けた後,ろ うあ者 とボラン

ティアのクラスに分かれてセ ミナーを受けた。

ろうあ者クラスでは,自 立の大切さについての

テーマで話し合いか特 たれ,一 方ボランティア

のクラスでは,教 会用語の統一のための手話講

習が熱 已･に行なわれた。また夜の特別大会にお

いては,菊 地良彦長老から｢10万,20万,30万

の組織にし,ろ うあ者の支部,ワ ー ド部を!｣

'繍

'

戯 鰭 馨'藤
唖
還 畿

蕃 講 遷
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ひとり,ひ とりと教会へ導かれていきました。

そして今では,母 も与那原支部のプライマ リー

の会長 として一生懸命働いていますし,妹 も強

い信仰を持って頑張っています。

神様の愛と恵みをたくさん受けてはいますが,

私は人間の弱さから時々失敗をすることがあ り

ます。今年になって,私 はとても大きな罪を犯

してしまいました。そのことによって自分が神

様の前から断ち切 られても仕方が無いと思って

いました。毎晩,屋 上に上り,祈 りを捧げまし

た。｢天 のお父さま,ど うぞ私の罪を赦して下

さい。そしてもし,こ れ以上私があなたを悲し

ませるようなことがあるのなら,い っそ私の息

の根を止めて下 さい。｣こ の祈 りは本当に私の

心の底からのものでした。私はこれまでに祈 り

がこれほど苦しいものであることを知 りません

でした。

けれどこのように苦しみのどん底でもがいて

いる時,私 は幸いにもまたひとつの夢を見るこ

とができました。夢の中で私はひとりの人に会

いました。彼は,私 をある所に連れて行きこう

言いました。｢私 の傍らに立っている天使 を見

なさい。｣私 は一生懸命 目をこらして見ようと

しましたが見ることができません。彼はもう一

度同じことを問いかけてから,こ う言いました。

｢あなたはなぜ人間の目で天使 を見ようとする

のですか。心の目で,霊 の目でなければ天使 を

見ることはできませんよ。｣私 はその時はっと

しました。今まで自分が霊の目で物事 を見よう

としていなかったことに気付いたのです。そう

していると沢山の子供たちが私の前に来て遊び

始めました。その中のひとりを見て,私 はこう

思いました。｢あ あ,子 供の頃のジョセブ･ス

ミスだ。でもなぜ私とどこも変わるところもな

いような無邪気な子供が予言者 として召された

のだろう。｣す るとひとつの声が聞こえてきま

す。｢私 がなぜ彼を選んだのか,あ なたに分か

りますか。｣私 は分か らないと答 えました。彼

はもう一度同じ質問 をしました。｢あ なたは,

簾難鍵鱗鰹 灘 雛巻繋
ました。｢私 が彼 を選んだのは彼が何度苦しい

､､蕪 嘱 … ぞ 蘇

目に遭い,倒 れ,傷 ついても自分で立ち上がる

強い力を持っていたからです。｣

私は夢から覚めて大声で泣きました。その時,

神様が何を望んでおられるのかが分かったので

す。神様の前から断ち切 られていたと思ってい

た私の傍 らで,主 は私が自分の足で立ち上がっ

て来るのを待っておられたのです。私の苦 しみ

を御自身の苦 しみとし,私 の悲しみを御自身の

悲しみとして主はじっと待っておられたのです。

きっと私よりも主の方が何倍 もつらかったに違

いあ りません。私は,主 が私の目の前で両手を

広げて｢さ あ,自 分の力で,私 の ところまで歩

いていらっしゃい｣と 言っているような気がし

ました。

私は,主 が私の手を握っていて くれる限り,

主について行こうと思っています。そして主の

愛と忍耐に心から感謝 し,そのみ名を賛美します。

私は今でも苦しいことに出遭うたびに心の中

でこうつぶやきます。｢人 生は素晴 らしき旅,

そ して私の旅は今始 まったばか りなんだ｣と 。

一人一人に手紙を書く

武 田 修

初めに,私 がこのテーマを選んだ理由をお話

してみたいと思います。

私の母は,お 寺の娘 として生まれて以来50数

年間,仏 教の中で生きて来ました。父は,手 かざ

しの真光教を信仰 しています。また兄は,宗 教

というものに対してあまり良いイメージを持っ

ていないようです。このように違った宗教観を

持った家族に,私 が受けているこの真実の福音

を伝えたいとの思いが強まり,伝 道の必要性を

強く感 じたのが最初 です。

次の理由として挙げられるのは,私 たち家族

4人 が現在別々に暮らしているためです。静岡

のいなかにいる母とデ京都で大学院に通ってい

響講芸撫欝婆離 罪
私は,そ の一人一人に毎週手紙を書 くことによ

藻 曙

㌦一
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